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午前10時00分開会 

○議長（松山 力弥）  おはようございます。今日からライブ配信中でございます。ということで

ございますので、念願でありました町民の皆様に今の議会の在り方を即見ていただくことになり

ましたので、委員会でのまた審査、そして議会での審議等、よろしくお願いいたします。 

 開会前に広報特別委員会より会期中の議場内写真撮影の申出があっており、許可したいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 ただいまから令和５年第３回須恵町議会定例会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 

 まず、議会運営委員長に議会運営委員会の経過報告を求めます。１１番、今村桂子君。 

○議会運営委員長（今村 桂子）  おはようございます。 

 令和５年第３回定例会議会運営委員会の協議結果を報告します。 

 ８月２５日午前１０時から議会運営委員会を開催いたしました。 

 今回、提出された議案は１７件、報告２件、諮問２件、町長諸報告５件、閉会中の組合議会報

告４件でございます。 

 委員会付託につきましては、総務建設産業委員会４件、文教厚生委員会３件、決算審査特別委

員会６件、予算審査特別委員会１件で、議案第４７号から議案第５２号までの決算の認定につい

て、議案第５８号から議案第６０号までの糟屋郡公平委員会委員の選任について、議案第６１号

及び議案第６２号の自治功労者の推戴について、諮問第１号及び諮問第２号の人権擁護委員の推

薦については関連議案のため一括議題といたします。 

 なお、議案第５８号から議案第６０号までの人事案件、諮問第１号及び諮問第２号は、本日、

提案理由の説明後、採決を行います。 

 会期は、本日９月１日から１５日までの１５日間。４日から７日までは午前１０時から決算審

査特別委員会。８日、午前９時から一般質問、終了後、全員協議会。１１日、午前９時から工事

施工案件現場視察及び説明、終了後、各常任委員会。１２日、午前１０時から予算審査特別委員

会。１５日、午前１０時から最終本会議、終了後、広報特別委員会を開催いたします。 

 以上、議会運営委員会の報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会期の決定について 
○議長（松山 力弥）  日程第１、会期の決定についてを議題とします。 

 第３回定例会の会期を本日から９月１５日までの１５日間とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、第３回定例会の会期を本日から９月
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１５日までの１５日間と決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会議録署名議員の指名について 
○議長（松山 力弥）  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は会議規則第１１７条の規定により８番議員、９番議員を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．町長諸報告 
○議長（松山 力弥）  日程第３、町長の諸報告を求めます。平松町長。 

○町長（平松 秀一）  皆さん、おはようございます。９月定例会を招集しましたところ、全議員

の御出席の下、当初本会議を迎えられますこと、感謝申し上げます。 

 それでは、町長諸報告を申し上げます。 

令和４年度一般会計決算について   

 まず、初めに令和４年度の一般会計決算についてでございます。 

 令和４年度一般会計決算につきましては、歳入総額１２２億２,３４８万５,２６９円に対しま

して歳出総額１１７億９,２８５万８,７０５円、歳入歳出差引額４億３,０６２万６,５６４円で

ございます。前年度決算額に対しまして、歳入は３.０％、歳出は２.７％の増となっております。

財政構造の弾力性を示します経常収支比率につきましては９０.９％と４.７ポイント増加いたし

ました。 

 では、具体的に歳入から申し上げます。 

 町の自主財源の６０％を占めております町税でございますが、３３億１,２４３万円となって

おります。町民税の収納率９８.６％、固定資産税は９９.４％、町税全体で収入額が４.３％上

がり、１億３,５００万円の増収でございます。 

 次に歳出でございます。 

 まず、人件費でございますが、１３億２,８５０万円。１億８,４３２万円の減でございます。 

 職員数につきましては、一般事務、幼稚園教諭、再任用職員のフルタイム・短時間を含めまし

て職員数は１６０人、会計年度任用職員は幼保民営化で民間に移籍されたことにより３２人の減

の２３人です。 

 次に普通建設事業費でございますが、７億９,４７４万円。対前年度より４５.８％の増でござ

います。 

 令和４年度の主な事業としましては、補助事業では新原～旅石線道路改良工事を実施いたしま

した。単独事業では、第三幼児園改築工事、中部防災センター建設に伴う外構工事、旧国鉄志免

炭鉱跡地用地取得費、庁舎内トイレ洋式化工事、文化会館舞台吊物改修工事、文化会館屋上防水
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改修工事、福祉センター増改築工事などを行いました。 

 災害復旧事業でございますが、台風・大雨の被害により佐谷観音谷地区農地災害復旧工事を行

いました。 

 次に繰出金でございます。 

 令和４年度の繰出金は１３億５,６２６万円で、１億８８万円、率にいたしまして８.０％の増

でございます。 

 町特別会計への繰出金といたしまして、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計へ

７億７,８２０万円、公共下水道事業特別会計へ約２億６,８９１万円、農業集落排水事業特別会

計へ３,５２７万円、福岡県介護保険広域連合本部に負担金として２億７,３８９万円を支出いた

しております。 

 なお、積立金につきましては、財政調整基金５億６３万円、ふるさと応援基金２億

１,６６０万円、公共施設等整備基金７億６５７万円を積み立てております。 

 基金の取崩しにつきましては、当初予算において６億１,１００万円を繰入金として計上いた

しておりましたが、最終的には公共施設等整備基金積立てのための財政調整基金６億円の取崩し

となりました。 

 財政調整基金、減債基金、公共施設等整備基金を合わせましたところの令和４年度末の基金高

は３７億６１３万円、ふるさと応援寄附金は７億６,４００万円となりました。合計で４４億

７,０００万円となり、過去最高の基金保有額となっております。 

 新型コロナウイルス感染症の物価高騰に対する支援につきましては、国の地方創生臨時交付金

を活用いたしまして、感染防止対策や暮らしの支援、価格高騰による支援など３億４,７０６万

円を投じて積極的に対策を講じてまいっておりました。 

 また、小中学校を含め多くの公共施設の長寿命化や改修を今後進めてまいりますので、議員の

皆様、町民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げる次第でございます。 

 最後に、議案の提出に合わせまして財政健全化法に伴います財政の健全化判断比率及び公営企

業の資金不足率を監査委員の意見をつけまして御報告いたしておりますが、両比率につきまして

は前年度に引き続き正常の範囲内であったことを申し添えます。 

令和４年度水道会計事業決算について   

 次に令和４年度水道会計事業決算についてでございます。 

 令和４年度は比較的雨量が少ない年となりましたが、町の配水量に関しましては安定的な供給

ができております。 

 令和４年度収支は消費税抜きで水道事業収益が６億１,５２８万８,４２５円に対しまして同費

用は５億４,１１０万５,９３３円で当年度純利益は７,４１８万２,４９２円の黒字となっており



- 8 - 

ます。 

 収入面では主な収入であります給水収益が前年度と比較しましてわずかに減少しております。

これは、給水申込件数は増加しておりますが、コロナ禍での自宅中心の生活スタイルがコロナ前

に戻りつつあり、また節水効果の高い生活家電の普及等によるものと思われます。 

 費用面では隔年実施の浄水場の新砂入替え業務を令和４年度に実施したことや動力費の高騰等

によりおよそ１,０００万円の増加となっております。 

 今後も、これまで以上に経常経費の削減と経営の効率化を図り、水道事業の健全な経営維持と

安全で良質な水道水を安定的に供給できますよう努めてまいります。 

エネルギーや食料品の価格高騰による支援について   

 次にエネルギーや食料品の価格高騰による支援についてでございます。 

 今回、２つの支援策を提案させていただいております。 

 まず、エネルギーや食料品の物価高騰などで影響を受けている町内の子育て世帯並びに高齢者

への生活支援策としましてゼロ歳から１８歳及び６５歳以上を対象に１人につき５,０００円の

生活支援商品券を発行いたします。 

 なお、今回はキャッシュレス決済を促進するためカードタイプの電子商品券を予定しておりま

す。 

 商品券は町内の小売店や飲食店で使うことができ、１１月中旬から商品券の取扱店舗を募集し、

商品券の利用期間は１２月から来年２月末までを予定しております。 

 次に、保護者が負担する学校給食につきまして、現在、１食当たり２８０円でございますが、

近年の食材の価格高騰により給食の質を維持していくことが困難な状況となっております。 

 令和５年度においてもさらに食材価格の高騰が続いているため、児童の栄養を確保するために

は１食当たり３１０円が必要となります。安定した学校給食の運営を図り、併せて保護者の負担

軽減を図るため、小学校３校に対しまして合計で１,２９１万円の給食材料費を支援いたします。 

 この２つの支援は国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金のコロナ禍における

エネルギー・物価高騰対応分を活用した須恵町独自の事業でございますので、御審議方よろしく

お願いいたします。 

トイレトレーラーの災害派遣について   

 次にトイレトレーラーの災害派遣についてでございます。 

 令和５年７月１０日の記録的大雨で土石流に見舞われた久留米市にトイレトレーラーを派遣い

たしました。同月１５日夕方に久留米市よりトイレトレーラーの派遣要請があり、翌１６日早朝

に久留米市へ派遣、朝８時には設置完了しております。 

 設置場所は久留米市田主丸町竹野地区で、今回の記録的大雨により土石流に見舞われた場所の
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近くに設置しており、被災者や工事関係者、ボランティアの方などに利用されております。 

 令和２年度にトイレトレーラーを購入し、新型コロナウイルスの影響によりトイレトレーラー

を使う機会がありませんでした。本年度は、新型コロナウイルスも５類に移行し、８月１２日開

催のふれあいレインボー夏フェスに設置し、お披露目する予定にしておりましたが、人命には代

えられないという思いから派遣を決断いたしました。 

 今後もトイレトレーラーによる被災地支援を積極的に行ってまいりたいと考えております。 

子どもに対する医療費助成の拡充について   

 最後に子どもに対する医療費助成の拡充についてでございます。 

 本議会において子どもに対する医療費助成の拡充を図るための条例改正案を提出させていただ

いております。 

 町民の皆様が安心して子どもを産み育てる希望がかなえられ将来に明るい希望を持てる社会づ

くりは、町長就任以来、最重要課題と考え、取り組んでまいりました。 

 子どもに対する医療費の助成制度を充実させることは、子育て世帯を経済的に支援し、これか

ら子どもを産み育てたいと考えている方々にも安心感を持っていただけると考えております。 

 助成拡充の具体的な内容としましては、まず、３歳から小学校就学前の子どもについては、入

院・通院ともに自己負担なし、無料で医療を受けられるものといたします。小中学生につきまし

ては、入院は無料とし、通院は１医療機関につき月額５００円までの自己負担で受診できるもの

とします。 

 世界に例を見ない速度で進んでいる我が国の少子高齢化は国の在り方に関わる大きな問題です

が、全国的に人口減少が進む中、福岡都市圏を構成する糟屋地区は人口増加が続いております。 

 須恵町が住みたい魅力ある町であり続けるためには魅力ある糟屋地区であり続けることが大切

であると考えております。このたびの子どもに対する医療費助成の拡充につきましては糟屋地区

の市町長協議会で長い時間をかけて議論した上で近隣市町と足並みをそろえて本議会に提案させ

ていただいております。 

 町内外の住民から須恵町が選ばれる町となるため、子どもの成長や子育てを支援する施策を実

施し、子どもと家族に笑顔が輝き、未来につながるまちづくりを進めてまいりたいと考えており

ます。 

 今回、提案させていただく制度の改正では、３歳から中学校までの子どもは、子ども医療費助

成制度、重度障がい者医療費助成制度、ひとり親家庭等医療費助成制度、どの制度の対象になっ

ている子どもも全て今よりも充実した同じ内容の助成を受けられる改正案といたしております。 

 詳細は、条例改正案で御提案し、御説明させていただきます。議員各位の御理解を賜りますよ

うよろしくお願いいたします。 
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 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  これより町長の諸報告に対する質疑に入りますが、議案に関係ある事項に

つきましては提案のときに併せて質疑をお願いします。 

 町長の諸報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。癩癩質疑なしと認めます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．議会報告 
○議長（松山 力弥）  日程第４、これより議会報告に入ります。 

 閉会中に北筑昇華苑組合議会が開催されておりますので、組合議員の報告を求めます。３番、

白水春夫君。 

○議員（３番 白水 春夫）  皆さん、おはようございます。 

 北筑昇華苑組合議会を報告いたします。 

 令和５年８月９日に古賀市役所第１委員会室において第２回定例会が開催されました。 

 議事日程についてはお手元の資料のとおりです。 

 日程第４、諸報告では議会報告第１号の地方自治法の規定による出納検査及び定期監査の結果

報告がありました。 

 日程第５、第１７号議案令和５年度北筑昇華苑組合会計補正予算（１号）については、歳入歳

出予算それぞれ１,０６７万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億

９,９９８万７,０００円とし、全員賛成で可決しました。 

 日程第６、第１８号議案から第２０号議案、糟屋郡公平委員会の選任について、糟屋郡公平委

員会委員の任期が令和５年１０月３１日で満了となることに伴い後任委員を選任するに当たり糟

屋郡公平委員会規約第３条第１項の規定により組合議会の同意を求めるもので、安倍政明氏、城

戸清壽氏、尾畠弘典氏以下３名についてはそれぞれ全員賛成で同意しました。 

 日程第７、第２１号議案令和４年度北筑昇華苑組合会計決算の認定については、歳入総額４億

１４７万６,０７０円、歳出総額３億７,００３万４３４円、歳入歳出差引額６,４４４万

５,６３６円となっており、全員賛成で認定しました。 

 詳細は議員控室に置いてありますので、御参照ください。 

 以上、北筑昇華苑組合議会報告を終わります。 

○議長（松山 力弥）  次に粕屋南部消防組合議会の報告を求めます。６番、稲永辰己君。 

○議員（６番 稲永 辰己）  令和５年８月２１日月曜日に行われました令和５年第３回８月粕屋

南部消防組合議会定例会について御報告いたします。 

 粕屋南部消防組合議会定例会の議事日程についてはお手元の資料のとおりでございます。 

 日程第４、議案第１３号から日程第６、議案第１５号糟屋郡公平委員会委員の選任同意につい
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ては糟屋郡公平委員会委員が令和５年１０月３１日で満了に伴い後任委員を選任するに当たり議

会の同意を求めるもので、城戸清壽氏（篠栗町）、安倍政明氏（久山町）、尾畠弘典氏（福岡

市）の選任についてそれぞれ全員賛成で同意しました。 

 日程第７、議案第１６号粕屋南部消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定については新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処するため人事院規則により設け

られた特殊勤務手当の特例の一部が改正されたことにより新型コロナウイルス感染症に係る消防

手当の特例の削除について議会の議決を求めるもので、全員賛成で可決しました。 

 日程第８、議案第１７号粕屋南部消防組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

は、対象火器設備等の位置、構造及び管理並びに対象火器具等の取扱いに関する条例の制定に関

する基準を定める省令及び火災予防条例（例）が改正されたことに伴い、変電設備、急速充電設

備、蓄電設備、厨房設備の条文の一部改正について議会の議決を求めるもので、全員賛成で可決

しました。 

 日程第９、議案第１８号令和４年度粕屋南部消防組合一般会計歳入歳出決算認定については、

実質収支に関する調書で歳入総額２１億８,４８２万４,８３４円、歳出総額２１億２,２０９万

９,２００円、歳入歳出差引額６,２７２万５,６３４円、事故繰越繰越額３,６７０万

８,０４０円、実質収支額２,６０１万７,５９０円となっており、全員賛成で認定しました。 

 日程第１０、議案第１９号令和４年度粕屋南部消防組合粕屋中南部休日診療所事業特別会計決

算認定については、実質収支に関する調書で歳入総額５,０３１万７,７２３円、歳出総額

３,４３６万５,３７５円、歳入歳出差引額１,５９５万２,３４８円、実質収支額１,５９５万

２,３４８円となっており、全員賛成で認定しました。 

 日程第１１、報告第１号粕屋南部消防組合一般会計事故繰越し繰越計算書については令和４年

度事業において完了できなかった事業について次年度に繰り越すもので、コロナウイルス感染症

及び半導体の納期遅延等の諸事情により、ＡＶＭ・無線通信施設移設事業委託契約（化学消防ポ

ンプ自動車）納期遅延、化学消防ポンプ自動車整備事業シャシ納期遅延、緊急連絡車整備事業シ

ャシ納期遅延により翌年度に繰り越すべき財源として事故繰越繰越額３,６７０万８,０４０円と

するとの報告がありました。 

 詳細につきましては議員控室に資料を置いておりますので、御参照いただきますようよろしく

お願いいたします。 

 以上をもちまして令和５年第３回８月粕屋南部消防組合議会定例会についての報告を終わりま

す。 

○議長（松山 力弥）  次に須恵町外二ヶ町清掃施設組合議会の報告を求めます。５番、男澤一夫

君。 
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○議員（５番 男澤 一夫）  令和５年８月２１日に行われました令和５年第２回須恵町外二ヶ町

清掃施設組合議会定例会について御報告いたします。 

 議事日程につきましてはお手元の資料のとおりとなっています。 

 日程第３、組合長諸報告については、し尿処理施設酒水園につきましては、放流水は安定した

水質が維持されており、令和４年度は１万６２キロリットルのし尿を処理し、順調に処理業務が

行われているとのことであります。しかし、施設は昭和５７年より稼働し、４１年が経過し、老

朽化が進んでおり、改修工事等を行いながら延命化対策を図っているとの報告があっております。 

 次に、ごみ処理施設クリーンパークわかすぎにつきましては、ＲＤＦ施設及びリサイクルプラ

ザの両施設とも順調に稼働しており、ＲＤＦ施設におきましては令和４年度は４万３,４６５ト

ンの可燃ごみを処理し、２万５,３１６トンのＲＤＦを大牟田リサイクル発電所に再出したとの

ことであります。 

 また、リサイクルプラザにおきましては２,９７０トンの不燃粗大ごみ等を処理しており、そ

のうち有価物としましてアルミ缶、スチール缶やペットボトルなどを約１,０００トン排出し、

６,８３９万円の売却益が出ているとの報告があっております。 

 次に、大牟田リサイクル発電事業につきましては、去る７月１１日に２０２３年度大牟田リサ

イクル発電事業連絡会議があり、清算金見込額が提示されております。 

 次期ごみ処理施設整備事業の進捗状況につきましては、６月１４日に建設予定地の造成工事及

び整備工事の安全祈願祭を執り行いまして、現在、整備工事に着手しております。整備工事は

９月末終了予定で、その後、造成工事に着手し、令和６年７月末に竣工予定でございます。 

 また、次期ごみ処理施設整備運営事業の事業者選定を選定委員会にお願いしており、１１月中

旬に最優秀提案者を選定の上、答申を頂き、１１月下旬には事業者を決定いたします。 

 地元３区への対策事業については検討委員会の代表者会議を重ねながら地元要望について協議

を行っており、今年度中には協定書の調印を行う予定で進めているとの報告があっております。 

 日程第４、議案についてですが、人事案件４件を含め６件、報告は２件、上程されております。 

 議案第８号須恵町外二ヶ町清掃施設組合監査委員の選任については須恵町の御手洗辰雄氏が選

任され、全員賛成で同意しております。 

 議案第９号令和４年度須恵町外二ヶ町清掃施設組合一般会計歳入歳出決算の認定については、

決算総額につきまして、収入済額２０億８,８９０万６,８６９円、支出済額１７億８,５６１万

１,７８２円、差引残額３億３２９万５,０８７円となっております。須恵町の分担金としまして

は３億４,１０６万円で３町分担金総額の３１.３％となっております。全員賛成で認定しており

ます。 

 議案第１０号令和５年度須恵町外二ヶ町清掃施設組合一般会計補正予算（第１号）については、
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歳入歳出それぞれ３７万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１億

１,２８６万８,０００円とするものです。 

 主なものとしまして、歳入につきましては前年度繰越金の確定により須恵町分担金につきまし

ては６,０２８万７,０００円の減額となっております。 

 歳出の増額の主な要因としましては、給与改定による補正額が１７万９,０００円、監査委員

費の補正額が５,０００円、次期ごみ処理施設整備事業費の来年３月に予定している調印式のた

めの補正額が１８万９,０００円の増額になっております。 

 全員賛成で可決しております。 

 議案第１１号から議案第１３号の糟屋郡公平委員会委員の選任についてはそれぞれ全員賛成で

同意しております。 

 日程第５、報告については、報告第１号令和４年度須恵町外二ヶ町清掃施設組合一般会計継続

費に係る繰越計算書の報告について、地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により報告する

もので、次期ごみ処理施設整備事業の継続費の総額２２億５,８０８万２,０００円、うち令和

４年度の予算計上額１３億４,５６８万２,０００円に対し、翌年度逓次繰越額１２億

８,７１４万７７０円。繰越しの主な理由としまして造成及び整備工事の契約が年度末になった

ことによる工事費等の繰越しと報告を受けております。 

 報告第２号令和４年度須恵町外二ヶ町清掃施設組合一般会計繰越明許費に係る繰越計算書の報

告について、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告するもので、周辺対策工事の

７,５１２万２,０００円に対し、翌年度繰越額３,０００万円。繰越しの理由としまして関係機

関との調整に時間を要したことによる工事費の繰越しと報告を受けております。 

 詳細につきましては議員控室に資料を置いておりますので、御参照願います。 

 以上で須恵町外二ヶ町清掃施設組合議会報告を終わります。 

○議長（松山 力弥）  次に糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会の報告を求めます。７番、川口

満浩君。 

○議員（７番 川口 満浩）  おはようございます。 

 糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会報告を行います。 

 令和５年８月２８日、糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合において第２回定例会が開催されまし

た。 

 議事日程についてはお手元の資料のとおりでございます。 

 議案第４号令和５年度糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合一般会計補正予算（第１号）について

は、歳入歳出予算の総額１億４４０万１,０００円に歳入歳出それぞれ５６５万８,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億１,００５万９,０００円とするものです。 
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 歳入については令和４年度に確定いたしました繰越金の追加、歳出については、林業費の森林

整備業務委託料の費用５３２万１,０００円、加えて予見し難い将来の状況変化から生ずる財政

需要に備える予備費として３３万７,０００円を追加するもので、全員賛成で可決しました。 

 議案第５号令和４年度糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合一般会計歳入歳出決算の認定について

は、実質収支に関する調書のとおり、歳入総額１億３８４万４,５２６円、歳出総額７,８１８万

５,７１４円、歳入歳出差引額２,５６５万８,８１２円、実質収支額２,５６５万８,８１２円と

なっており、歳入の主なものは、県補助金２,７０２万５,３６０円、財産売払収入２,３００万

１,５１８円、繰越金２,９５０万９,１７２円、歳出の主なものは、総務管理費１,８６０万

８８７円、林業費５,７３３万５,８２７円、道路橋梁費１４１万２,０００円となっており、全

員賛成で認定しました。 

 議案第６号から議案第８号糟屋郡公平委員会委員の選任について、篠栗町の城戸清壽氏、久山

町の安倍政明氏、福岡市の尾畠弘典氏をそれぞれ全員賛成で同意しました。 

 なお、詳細につきましては議員控室に資料を置いていますので、御参照いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

 以上、糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会報告を終わります。 

○議長（松山 力弥）  そのほか閉会中の活動につきましては事前に資料を載せておりますので、

報告を省略します。 

 議会報告が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑ありませんか。癩癩質疑なしと

認めます。 

 これより議事に入りますが、一括議題についてお諮りします。議案第４７号から議案第５２号

まで、議案第５８号から議案第６０号まで、議案第６１号及び議案第６２号、諮問第１号及び諮

問第２号については、それぞれ関連議案でありますので、一括議題とすることに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、一括議題とすることに決定しました。 

 次に、議案第５８号から議案第６０号まで、諮問第１号及び諮問第２号は、議会運営委員会報

告にありましたように、提案理由の説明後、本日、採決を行いたいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、本日、採決することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議案第４７号 
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日程第６．議案第４８号 
日程第７．議案第４９号 
日程第８．議案第５０号 
日程第９．議案第５１号 
日程第１０．議案第５２号 

○議長（松山 力弥）  日程第５、議案第４７号令和４年度須恵町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて、日程第６、議案第４８号令和４年度須恵町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、日程第７、議案第４９号令和４年度須恵町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について、日程第８、議案第５０号令和４年度須恵町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、日程第９、議案第５１号令和４年度須恵町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、日程第１０、議案第５２号令和４年度須恵町水道事業会計決算の認定について、

以上６議案を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。横山会計管理者。 

○会計管理者（横山  剛）  おはようございます。 

 それでは、議案第４７号から議案第５１号までの令和４年度須恵町一般会計及び各特別会計の

歳入歳出決算の認定について一括して御説明申し上げます。 

 なお、先ほどの町長の諸報告と一部重複する部分があるかと思いますが、御了承をお願いいた

します。 

 また、監査委員による決算審査につきましては、去る７月１４日から７月２８日まで実施され

まして意見書を提出していただいておりますので、決算の内容、主な財政指標等、後ほど御参照

いただきたいと思います。 

 それでは、別冊の令和４年度須恵町歳入歳出決算書により御説明いたします。 

 最初に議案第４７号令和４年度須恵町一般会計歳入歳出決算の認定についてです。 

 決算書の４ページ、５ぺ－ジをお開きください。 

 歳入の収入済額の主な構成比を申し上げますと、１款町税は歳入全体の２７.１％、７款地方

消費税交付金５.５％、１０款地方交付税１７.６％、次の６ページ、７ぺ－ジに移りまして、

１４款国庫支出金１８.５％、１５款県支出金７.３％、１７款寄附金６.０％、１８款繰入金

４.９％、２１款町債４.２％となっております。 

 一番下、歳入合計の行の収入済額の予算現額に対する収入率は９６.７％、調定額に対する収

入率は９９.０％となっております。 

 次に８ページ、９ページの歳出の支出済額の主な構成比を申し上げます。 

 ２款総務費は歳出全体の２３.７％、３款民生費３７.３％、４款衛生費１０.１％、８款土木
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費４.５％、次の１０ページ、１１ページに移りまして、９款消防費３.８％、１０款教育費

１０.８％、１２款公債費５.３％となっております。 

 一番下、歳出合計の行の支出済額の予算現額に対する執行率は９３.３％ですが、予算現額か

ら翌年度繰越額２億９,４１０万円を除いた執行率は９５.５％となっております。 

 翌年度へ繰り越す額の内容は、第三幼児園（仮称）改築工事、旧柱田ため池災害復旧事業とな

っております。 

 次に１２ページをお願いします。 

 実質収支に関する調書ですが、歳入総額１２２億２,３４８万５,２６９円に対して歳出総額

１１７億９,２８５万８,７０５円で歳入歳出差引額４億３,６２６万５６４円。これから４．翌

年度へ繰り越すべき財源（２）繰越明許費繰越額６,１８７万９,０００円を差し引いた実質収支

額は３億６,８７４万７,５６４円。この実質収支額から前年度の実質収支額を差し引いた単年度

収支は１,３３５万２,２９８円の赤字です。 

 これに黒字要素であります財政調整基金への積立金５,０６２万５,０００円を加え、赤字要素

であります財政調整基金からの取崩し額６億円を差し引いた実質単年度収支は財政調整基金から

公共施設等整備基金への振替により５億６,２７２万７,２９８円の赤字となっております。 

 次に議案第４８号令和４年度須恵町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についてです。 

 ２５２ページ、２５３ページをお開きください。 

 一番下、歳入合計の行の収入済額の予算現額に対する収入率は１００.２％、調定額に対する

収入率は９３.１％となっております。 

 次の２５４、２５５ページの一番下、歳出合計の行の支出済額の予算現額に対する執行率は

９９.９％となっております。 

 次の２５６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書ですが、歳入総額２８億８,２２１万５,３９８円に対して歳出総額

２８億７,５０７万２,４５８円で歳入歳出差引額は７１４万２,９４０円となり、実質収支額も

同額です。 

 これを単年度収支で見ますと２７９万９,９８３円の黒字です。これに黒字要素であります前

年度分の交付金返還金等１,９０７万２９５円を加え、法定繰入金以外の一般会計からの赤字補

填繰入金３,５２８万円を差し引いた実質単年度収支は１,３４０万９,７２２円の赤字となって

おります。 

 次に議案第４９号令和４年度須恵町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてです。 

 ２８６ページ、２８７ページをお開きください。 

 一番下、歳入合計の行の収入済額の予算現額に対する収入率は１００.３％、調定額に対する
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収入率は９８.６％となっております。 

 次の２８８ページ、２８９ページ一番下、歳出合計の行の支出済額の予算現額に対する執行率

は９３.９％となっております。 

 次の２９０ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書ですが、歳入総額４億２,３１８万３,７９９円に対して歳出総額３億

９,６１０万７,６３７円で歳入歳出差引額は２,７０７万６,１６２円、実質収支額も同額です。 

 次に議案第５０号令和４年度須恵町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてです。 

 ３０４ページ、３０５ページをお開きください。 

 一番下、歳入合計の行の収入済額の予算現額に対する収入率は９９.８％、調定額に対する収

入率は９９.３％となっております。 

 次の３０６ページ、３０７ページの一番下、歳出合計の行の支出済額の予算現額に対する執行

率は９９.２％となっております。 

 次の３０８ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書ですが、歳入総額１１億１３４万６,９４９円に対して歳出総額１０億

９,４４１万１,２９４円で歳入歳出差引額は６９３万５,６５５円、実質収支額も同額です。 

 最後に議案第５１号令和４年度須恵町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

です。 

 ３２８ページ、３２９ページをお開きください。 

 一番下、歳入合計の行の収入済額の予算現額に対する収入率は９９.９％、調定額に対する収

入率はほぼ１００％となっております。 

 次の３３０ページ、３３１ページの一番下、歳出合計の行の支出済額の予算現額に対する執行

率は９４.３％となっております。 

 次の３３２ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書ですが、歳入総額６,４８２万４,９９２円に対して歳出総額

６,１２０万３,０５０円で歳入歳出差引額は３６２万１,９４２円、実質収支額も同額です。 

 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  次に権藤上下水道課管理担当課長。 

○上下水道課管理担当課長（権藤 武範）  おはようございます。 

 議案第５２号令和４年度須恵町水道事業会計決算の認定についてでございます。 

 別冊の令和４年度水道事業会計決算書で説明いたします。 

 ４ページ、５ページをお願いいたします。 

 令和４年度須恵町水道事業決算報告書です。 
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 なお、以下、消費税込みの決算額を報告いたします。 

 １、収益的収入及び支出です。 

 収入です。 

 第１款水道事業収益、５ページの２列目で、決算額６億７,３６０万１,４７３円、前年度比

０.４％の減です。主な要因は開発行為に伴う給水手数料の減によるものです。 

 次に支出です。 

 第１款水道事業費用、５ページの３列目で、決算額５億６,９４３万２,３０８円、前年度比

２.１％の増です。主な要因は浄水場の新砂入替え業務実施による委託料及び材料費の増です。 

 次に６ページ、７ページをお願いいたします。 

 ２、資本的収入及び支出です。 

 収入です。 

 第１款資本的収入、７ページの３列目で、決算額１,９７５万２,７００円、前年度比

２８.７％の増です。これは公共下水道事業特別会計からの水道管移設補償費の増によるもので

す。 

 次に支出です。 

 第１款資本的支出、７ページの２列目で、決算額１億９,５８０万５,６４７円、前年度比

２３.９％の増です。主な要因は下水道工事に伴う工事請負費の増によるものです。 

 ６ページの下段です。 

 資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億７,６０５万２,９４７円は、過年度損益勘定留

保資金、消費税及び地方消費税、資本的収支調整額で補填いたしました。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。１３番、田ノ上真君。 

○議員（１３番 田ノ上 真）  １３番、田ノ上でございます。 

 ただいま決算の説明でございましたが、本定例会の決算の認定は各会計において適正かつ効率

的な予算執行がなされているかどうか。 

 また、予算執行の財政的・経済的効果あるいは住民福祉の増進などそれぞれの行政効果を確認

する上で重大な使命を有しているものでございます。 

 また、この決算の認定は町長から監査委員の意見書を付して審議・審査が行われます。意見書

につきましては事前に拝読しておりますが、ここで吉松監査委員に今回の意見書の作成に当たり

令和４年度決算についての感想及び危惧する点がございましたら答弁をお願いしたいと思うもの

でございます。よろしくお願いします。 
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○議長（松山 力弥）  吉松監査委員、よろしく。自席のほうで結構でございます。御説明をお願

いします。 

○監査委員（吉松 辰美）  それでは、令和４年度の各会計決算についての御報告及び感想を申し

上げます。 

 まず、毎年、同じなんですが、審査の手続としまして、まず１番目に決算の計数は正確である

か、それから経理事務は関係法令を遵守し、違法、不当、その他の問題点はないか、それから予

算の執行に当たっては効率的・合理的になされているか、決算状況から見て財政運営は健全かつ

適正になされているかなどの視点で審査を実施いたしました。 

 審査に付された各会計の歳入歳出決算書、同事項別説明書、実質収支に関する調書及び財産に

関する調書等の各決算資料は関係法令に準拠して作成されており、その計数は、関係帳簿等、そ

の他帳票処理と照合した結果、誤りのないものと認められました。 

 また、予算の執行及び関連する事務の処理は適正に行われているものと認められました。 

 また、私の詳細な感想は決算審査意見書の各会計の結びに記載しておりますので、ここでは割

愛させていただきます。 

 また、危惧する点といたしましては、適正に事務処理は行われている中でも、人が行う事務で

すので、細部についてはミスや認識がないことでの処理や事務の漏れが散見されました。このよ

うな不備はまだチェック体制の強化で改善できるレベルであると考えます。重大なミスに発展す

る前に内部統制制度の構築を願うものであります。 

 内部統制制度とは事務上のリスク（処理ミスや不正）が発生しないための対応策を整備・運用

する仕組みで、法令等を遵守しつつ適正な業務の執行を組織的に徹底することで行政サービスに

対する信頼確保を図るものです。 

 この内部統制制度は県・市では義務化されており、町村では努力義務でございますが、将来的

には全自治体に導入が義務化されることが予見されることからぜひ構築への御検討を執行部にお

願いいたします。 

 議員の皆様におかれましては、決算の認定は、住民の福祉の増進のため我々監査委員と違う視

点での予算執行における行政効果また財政民主主義の観点から審査されますことを御期待申し上

げます。 

 また、監査委員の果たすべき職務の重要性に鑑み、今後とも研さんに努めまして公正公平の立

場で使命感と責任感を持って職務を遂行してまいります。議会の皆様の御指導、御鞭撻のほどよ

ろしくお願い申し上げまして答弁といたします。 

 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。癩癩これにて質疑を終結しま
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す。 

 お諮りします。議案第４７号から議案第５２号については、議長、監査委員を除く１１人で構

成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託し、審査することにしたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第４７号から議案第５２号までは、

決算審査特別委員会に付託し、審査することに決定しました。 

 なお、正副委員長については調整ができておりますので、報告します。委員長に田ノ上真君、

副委員長に猪谷繁幸君であります。 

 ここでお諮りします。暫時、休憩をしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、暫時休憩いたします。 

 再開を１１時１０分といたします。休憩に入ります。 

午前11時01分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時10分再開 

○議長（松山 力弥）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１１．議案第５３号 
○議長（松山 力弥）  日程第１１、議案第５３号須恵町下水道事業の設置等に関する条例の制定

についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。権藤上下水道管理課、もとい、上下水道課管理担当課長。 

○上下水道課管理担当課長（権藤 武範）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第５３号須恵町下水道事業の設置等に関する条例の制定についてでございます。 

 この条例の制定について別紙のとおり提出するものです。 

 提案理由としまして、地方公営企業法第２条第３項及び地方公営企業法施行令第１条第２項の

規定に基づき令和６年４月１日から須恵町下水道事業に法の規定の全部を適用することに伴い必

要な事項を定めるため当該条例を制定する必要が生じたので提案するものです。 

 ２ページをお願いいたします。 

 内容につきましては、須恵町公共下水道事業特別会計及び須恵町農業集落排水事業特別会計の

２会計につきまして、地方公営企業法を適用し、須恵町下水道事業を設置するよう定めるもので

す。 
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 附則といたしまして「この条例は令和６年４月１日から施行する」としております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第５３号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第５３号を総務建設産業委員会に付

託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１２．議案第５４号 
○議長（松山 力弥）  日程第１２、議案第５４号須恵町下水道事業の地方公営企業法適用に伴う

関係条例の整備に関する条例の制定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。権藤上下水道課管理担当課長。 

○上下水道課管理担当課長（権藤 武範）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第５４号須恵町下水道事業の地方公営企業法適用に伴う関係条例の整備に関する条例の制

定についてでございます。 

 この条例の制定について別紙のとおり提出するものです。 

 提案理由としまして、地方公営企業法第２条第３項及び地方公営企業法施行令第１条第２項の

規定に基づき令和６年４月１日から須恵町下水道事業に法の規定の全部を適用することに伴い当

該条例を制定する必要が生じたので提案するものです。 

 内容につきましては、須恵町下水道事業の地方公営企業法適用に伴い、関係条例のうち１１本

につきましては内容の改正及び４本につきましては廃止するものです。 

 改正の主な内容は、条文中、「水道事業」と表記している箇所を「公営企業」に、また「町

長」と表記している箇所を「管理者」に改める等の所要の改正などです。 

 附則といたしまして「この条例は令和６年４月１日から施行する」としております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第５４号を総務建設産業委員会に付託したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第５４号を総務建設産業委員会に付

託します。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１３．議案第５５号 
○議長（松山 力弥）  日程第１３、議案第５５号須恵町子ども医療費の支給に関する条例の一部

を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。百田住民課長。 

○住民課長（百田  敦）  おはようございます。 

 議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第５５号須恵町子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例です。 

 この条例について別紙のとおり提出するものです。 

 提案理由です。子育て世帯の経済的負担をより一層軽減させることを目的として子ども医療費

助成制度を拡充するため当該条例の一部を改正する必要が生じたので提案するものです。 

 ３ページの新旧対照表をお願いいたします。 

 第２条、定義でございます。この条例における用語の定義の改正です。 

 第１項第１号「子ども」について改正前の条文で「須恵町に住所を有する乳幼児、児童及び生

徒」としております。これを「生徒」を削除して「乳幼児及び児童」と改めます。理由につきま

しては３号の「児童」のところで述べさせていただきます。 

 改正前の条文では重度障がい者医療費の支給を受けている者は子ども医療の対象から除くとな

っております。今回の改正案では中学生以下の子どもは全て子ども医療制度の対象とします。そ

のため、この除外規定を削除しています。 

 第２号の「乳幼児」につきましては、改正前の条文では対象年齢によって助成内容が違うこと

からアの３歳になる月の末日までにある者とイの３歳になる月の翌月から６歳になる日以後の最

初の３月３１日までの間にある者という２つの区分になっております。これを今回の改正で乳幼

児は全て同じ医療費全額を助成することから「６歳に達する日以後の最初の３月３１日までにあ

る者」という区分にまとめます。 

 次に３号の「児童」につきましては、改正前の条文では、３号で「６歳に達する日以後の最初

の４月１日から１２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者」、すなわち小学生

を「児童」、そして４号で「１２歳に達する日以後の最初の４月１日から１５歳に達する日以後

の最初の３月３１日までの間にある者」、すなわち中学生を「生徒」と定義しておりました。 

 これを、児童福祉法その他の法令で規定する年齢区分に従い、改正後の３号で「１５歳に達す

る日以後の最初の３月３１日までにある者」、すなわち小中学生は全て「児童」と定義します。

これによりまして改正前の１号及び４号の「生徒」を削除します。 

 第４条、子ども医療費の支給額の改正です。 
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 次の４ページをお願いいたします。 

 第１項、改正前の条文では、ただし書と表中で乳幼児、児童、生徒の３区分で医療機関で自己

負担する金額の上限額を規定しております。入院以外の場合は、乳幼児のうち３歳になる月の翌

月から小学校就学前の方は一月につき８００円まで、小学生は一月につき１,２００円まで、中

学生は一月につき１,６００円までを自己負担する上限額とし、これを超える額を子ども医療費

として支給しております。入院の場合は、１日につき５００円まで、一月に３,５００円までは

自己負担する規定としております。 

 改正後は、入院以外の場合、乳幼児は医療費全額を支給するものとし、小中学生は自己負担の

上限額を医療機関ごとに一月につき５００円までとし、これを超える額を支給すると規定してお

ります。入院につきましては、第２項を追加し、対象者が入院した場合は当該入院に係る自己負

担分の相当額の全額を支給する条文を追加しております。 

 ２ページにお戻りいただきまして、附則です。 

 第１項で「この条例は、令和６年４月１日から施行し、同日以後に受ける医療に係る子ども医

療費から適用する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する」とし、第２項で「町長は、

前項の規定にかかわらず、施行日前においても、改正後の須恵町子ども医療費の支給に関する条

例第５条に係る子ども医療費の受給資格の認定を行い、受給資格者に対して子ども医療証を交付

することができる」としております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第５５号を文教厚生委員会に付託したいと思

いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第５５号を文教厚生委員会に付託し

ます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１４．議案第５６号 
○議長（松山 力弥）  日程第１４、議案第５６号須恵町重度障がい者医療費の支給に関する条例

の一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。百田住民課長。 

○住民課長（百田  敦）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第５６号須恵町重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例です。 

 この条例について別紙のとおり提出するものです。 
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 提案理由です。子育て世帯の経済的負担をより一層軽減させることを目的として重度障がい者

医療費助成制度を拡充するため当該条例の一部を改正する必要が生じたので提案するものです。 

 ３ページの新旧対照表をお願いいたします。 

 第３条、対象者の改正です。 

 第１項第１号「対象者」では、改正前の条文で、この条例の対象者を「須恵町の区域内に住所

を有する３歳に達する日の属する月の翌月からの者であること」としておりましたが、子ども医

療費支給条例の改正で中学生以下の子どもを全て子ども医療費の支給対象とする改正によりまし

て、現行制度では子ども医療費支給制度、重度障がい者医療費支給制度、両方の対象となってお

りました３歳到達翌月から中学生までの子どもは重度障がい者医療費の対象者ではなくなります。

よって、対象者の年齢の規定を削除し、「須恵町に住所を有する者」と改正します。 

 第２項は、この条例の対象者から除外する者の規定です。第１項の改正理由により、第３号を

追加し、須恵町子ども医療費の支給に関する条例第２条第１号に規定する子どもを除外の対象と

しております。 

 第４条重度障がい者医療費の支給額です。 

 第１項第１号で入院の場合の支給額を規定しており、改正前の条文で１５歳に達する日以後の

最初の３月３１日までの間にある者についての金額を規定しておりますが、中学生以下を全て子

ども医療の対象にすることによりこの規定が不要になるため改正後の条文で削除しております。 

 ２ページに戻っていただいて附則です。 

 第１項で「この条例は、令和６年４月１日から施行し、同日以後に受ける医療に係る重度障が

い者医療費から適用する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する」とし、第２項で「町

長は、前項の規定にかかわらず、施行日前においても、改正後の須恵町重度障がい者医療費の支

給に関する条例第５条に係る重度障がい者医療費の受給資格の認定を行い、受給資格者に対して

重度障がい者医療証を交付することができる」としております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第５６号を文教厚生委員会に付託したいと思

いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第５６号を文教厚生委員会に付託し

ます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１５．議案第５７号 
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○議長（松山 力弥）  日程第１５、議案第５７号須恵町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条

例の一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。百田住民課長。 

○住民課長（百田  敦）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第５７号須恵町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例です。 

 この条例について別紙のとおり提出するものです。 

 提案理由です。子育て世帯の経済的負担をより一層軽減させることを目的としてひとり親家庭

等医療費助成制度を拡充するため当該条例の一部を改正する必要が生じたので提案するものです。 

 詳細につきましては新旧対照表で御説明いたします。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第４条、ひとり親家庭等医療費の支給です。 

 第１項で対象者のうち小中学生について今回提案させていただいております子ども医療費の支

給額と同額とする改正を行っております。 

 第１項第２号、改正前の規定で、入院以外の場合は１医療機関ごとに一月につき８００円を自

己負担額の上限とし、これを超えた額を支給すると規定しております。改正後は、１５歳に達す

る日以後の最初の３月３１日までの間にある対象者にあっては医療機関ごとに一月につき

５００円を自己負担額の上限とし、これを超えた額を支給する規定を追加しております。 

 第２項は入院に関する規定の追加です。改正前の制度では、入院の場合、１日につき５００円、

一月につき３,５００円までは自己負担としておりますが、前項ただし書の規定にかかわらず

１５歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある対象者が入院した場合は当該入院に係

る自己負担分相当額の全額を助成するとしております。 

 ３ページに戻っていただいて附則でございます。 

 第１項で「この条例は、令和６年４月１日から施行し、同日以後に受ける医療に係るひとり親

家庭等医療費から適用する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する」とし、第２項で

「町長は、前項の規定にかかわらず、施行日前においても、改正後の須恵町ひとり親家庭等医療

費の支給に関する条例第５条に係るひとり親家庭等医療費の受給資格の認定を行い、受給資格者

に対してひとり親家庭等医療証を交付することができる」としております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第５７号を文教厚生委員会に付託したいと思

いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第５７号を文教厚生委員会に付託し

ます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１６．議案第５８号 
日程第１７．議案第５９号 
日程第１８．議案第６０号 

○議長（松山 力弥）  日程第１６、議案第５８号から日程第１８、議案第６０号までの糟屋郡公

平委員会委員の選任について３議案を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。平松町長。 

○町長（平松 秀一）  議案第５８号、５９号、６０号につきましてはいずれも糟屋郡公平委員会

委員の選任についてでございます。 

 提案理由といたしましては、糟屋郡公平委員会委員の任期が令和５年１０月３１日で任期満了

することに伴い後任委員を選任するに当たり糟屋郡公平委員会規約第３条１項の規定により議会

の同意を求めるものでございます。 

 議案第５８号公平委員会委員の選任について。 

 糟屋郡公平委員会第３条第１項の規定により下記の者を糟屋郡公平委員会委員に選任すること

について議会の同意を求めるものでございます。 

 住所、篠栗町津波黒３丁目１３番１６号、氏名、城戸清壽、生年月日、昭和２８年２月１３日、

任期、令和５年１１月１日から令和９年１０月３１日まででございます。 

 次に議案第５９号糟屋郡公平委員会委員の選任についてでございます。 

 糟屋郡公平委員会規約第３条第１項の規定に基づき下記の者を糟屋郡公平委員会委員に選任す

ることについて議会の同意を求めるものでございます。 

 住所、久山町大字久原１３７２番地、氏名、安倍政明、生年月日、昭和２８年１月１日、任期、

令和５年１１月１日から令和９年１０月３１日まででございます。 

 議案第６０号糟屋郡公平委員会委員の選任についてでございます。 

 糟屋郡公平委員会規約第３条第１項の規定に基づき下記の者を糟屋郡公平委員会委員に選任す

ることについて議会の同意を求めるものでございます。 

 住所、福岡市中央区大手門２丁目５番１５、ゾンネンハイム大手門２１４、氏名、尾畠弘典、

生年月日、昭和５９年１１月１５日、任期、令和５年１１月１日より令和９年１０月３１日まで

でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑あり
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ませんか。癩癩質疑なしと認めます。 

 お諮りします。本案は人事案件でありますので、討論を省略し、採決に入りたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。討論を省略し、これより採決に入ります。 

 議案第５８号について採決に入ります。本案に御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第５８号糟屋郡公平委員会の選任につ

いては原案のとおり同意することに決定しました。 

 続いて、議案第５９号について採決に入ります。本案に御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第５９号糟屋郡公平委員会の選任につ

いては原案のとおり同意することに決定しました。 

 続いて、議案第６０号について採決に入ります。本案に御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第６０号糟屋郡公平委員会の選任につ

いては原案のとおり同意することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１９．議案第６１号 
日程第２０．議案第６２号 

○議長（松山 力弥）  日程第１９、議案第６１号及び日程第２０、議案第６２号自治功労者の推

戴について２議案を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。平松町長。 

○町長（平松 秀一）  議案第６１号並びに議案第６２号については自治功労者の推戴についてで

ございます。 

 議案第６１号自治功労者の推戴について。 

 自治功労者に下記の者を推戴したいので、須恵町表彰条例第１０条第１項の規定により本議会

の同意を求めるものでございます。 

 住所、須恵町大字上須恵１１３番地、氏名、長澤誠司、生年月日、昭和２８年５月２５日。 

 令和５年９月１日、須恵町長、平松秀一。 

 提案理由は、自治功労者の推戴について提案するものでございます。 

 議案第６２号自治功労者の推戴について。 
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 自治功労者に下記の者を推戴したいので、須恵町表彰条例第１０条第１項の規定により本議会

の同意を求めるものでございます。 

 住所、須恵町大字旅石１２９番地１、氏名、本原康子、生年月日、昭和２７年３月１３日。 

 令和５年９月１日提出、須恵町長、平松秀一。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑を入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第６１号及び議案第６２号を総務建設産業

委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第６１号及び議案第６２号を総務建

設産業委員会に付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２１．議案第６３号 
○議長（松山 力弥）  日程第２１、議案第６３号令和５年度須恵町一般会計補正予算（第３号）

を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案書の１ページをお願いします。 

 議案第６３号令和５年度須恵町一般会計補正予算（第３号）についてでございます。 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により別冊のとおり提出するので本議会の議決を求めるも

のでございます。 

 内容につきましては令和５年度歳入歳出補正予算書で説明いたします。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 令和５年度須恵町の一般会計補正予算（第３号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億２,０６０万

６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１２５億９,０５４万４,０００円とするものです。 

 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の金額は第１表

歳入歳出予算補正による。 

 第２条で地方債の追加は第２表地方債補正による、第３条で債務負担行為の追加は第３表債務

負担行為補正によるとしております。 

 補正予算書の２ページをお願いいたします。 

 まず、歳入からです。 

 主なものを申し上げます。１４款２項国庫補助金は新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
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時交付金及び保育対策総合支援事業費国庫補助金で５,８１４万４,０００円の増額補正、１５款

２項県補助金は保育所等給食支援費県補助金で５９６万５,０００円の増額補正、１６款２項財

産売払収入は不動産売払収入で６１９万２,０００円の増額補正、１９款１項繰越金は収支調整

のため前年度繰越金１億４,４６４万８,０００円を増額補正、２１款１項町債は農地・農業用施

設災害復旧事業債で３００万円の増額補正です。 

 続いて、３ページ、歳出です。 

 主なものを申し上げます。２款１項総務管理費は職員人件費や財政調整基金積立金、校区コミ

ュニティ推進事業などで２,４３２万２,０００円の増額補正、３款１項社会福祉費は障がい者福

祉サービス事業の障がい福祉サービスシステム再構築業務委託料などで１,１９２万円の増額補

正、３款２項児童福祉費は職員人件費やアザレア幼児園ほか４園に対する保育所等給食支援事業

費補助金などで２,５３６万円の増額補正、７款１項商工費は生活支援商品券発行事業で

９,４３４万７,０００円の増額補正、８款２項道路橋梁費は道路新設改良事業で６７５万

７,０００円の増額補正、１０款２項小学校費は小学校３校への小学校給食費物価高騰対策補助

金１,２９１万円の増額補正、５項社会教育費は類似公民館等施設整備費補助金や久我記念館の

展示室監視カメラ設置工事などで６５６万２,０００円の増額補正です。１１款１項農林水産業

施設災害復旧費は農地・農業施設災害復旧事業及び林業施設災害復旧事業で１,２３９万

６,０００円の増額補正です。 

 ４ページをお願いします。 

 第２表地方債補正、１、追加です。農林水産業施設災害復旧事業債、限度額３００万円。起債

の方法、利率、償還の方法は記載のとおりです。 

 ５ページをお願いします。 

 第３表債務負担行為補正の１、追加です。 

 須恵町子ども計画策定支援業務委託、期間、令和６年度から令和８年度まで、限度額６６０万

円。給食調理等業務委託（須恵南幼稚園分）、期間、令和６年度から令和８年度まで、限度額

６,２１４万３,０００円。保育所派遣業務委託（須恵南幼稚園分）、期間、令和６年度から令和

８年度まで、限度額１億８,４２７万２,０００円。粕屋南部消防組合負担金（令和４年度借入債

償還分）、期間、令和５年度から令和９年度まで、限度額１,０８１万２,０００円でございます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第６３号を、議長を除く１２人で構成する予

算審査特別委員会を設置し、付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第６３号を予算審査特別委員会に付

託します。 

 なお、正副委員長については、決算審査特別委員会同様、委員長に田ノ上真君、副委員長に猪

谷繁幸君であります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２２．報告第３号 
○議長（松山 力弥）  日程第２２、報告第３号令和４年度須恵町健全化判断比率の報告について

を議題とします。 

 報告を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  報告第３号令和４年度須恵町健全化判断比率の報告についてでござい

ます。 

 議案書の１ページをお願いいたします。 

 令和４年度須恵町健全化判断比率について地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第

１項の規定により監査委員の意見をつけて別紙のとおり報告いたします。 

 この法律は、各自治体が財政の健全性に関する比率を公表し、財政の早期健全化及び財政の再

生を図ることを目的にしております。 

 次に２ページをお願いいたします。 

 実質赤字比率は一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率でございます。連

結実質赤字比率は一般会計及び特別会計を含めた町全体の会計を対象にした実質赤字の標準財政

規模に対する比率です。どちらも赤字がありませんので、ハイフン記号で表示しております。 

 実質公債費比率とは一般会計が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する比率で３年間の

平均です。今年は６.９％、前年度は７.０％でしたので、０.１ポイント下がりました。これは

公営企業債等繰出金が減となったためです。この比率の早期健全化基準は２５％ですので、須恵

町は健全な団体と言えます。 

 次の将来負担比率は公営企業出資法人等を含めた一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の

標準財政規模に対する比率でございます。２３.５％、前年度が３４.４％でしたので、

１０.９ポイント下がりました。これはふるさと応援基金積立金や公共施設整備基金による充当

可能基金の積立額の増加によるものです。この比率の早期健全化基準は３５０％でございますの

で、これも須恵町は健全な団体と言えます。 

 なお、別冊の決算審査意見書では、監査委員に書類審査していただきましたところ、以上の比

率について適正である旨の御意見を頂いております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（松山 力弥）  報告が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑ありません

か。癩癩質疑なしと認めます。よって、報告済みとします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２３．報告第４号 
○議長（松山 力弥）  日程第２３、報告第４号令和４年度須恵町公営企業の資金不足比率の報告

についてを議題とします。 

 報告を求めます。権藤上下水道課管理担当課長。 

○上下水道課管理担当課長（権藤 武範）  報告第４号令和４年度須恵町公営企業の資金不足比率

の報告についてでございます。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和４年度須恵町公営企業の資金不足比率について地方公共団体の財政の健全化に関する法律

第２２条第１項の規定により監査委員の意見をつけて別紙のとおり報告いたします。 

 ２ページをお願いいたします。 

 １、令和４年度公営企業の資金不足比率。 

 特別会計の名称、水道事業会計、公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計。以上

の３会計ともに資金不足比率には該当しないことを御報告いたします。 

 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  報告が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑ありません

か。癩癩質疑なしと認めます。よって、報告済みとします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２４．諮問第１号 
日程第２５．諮問第２号 

○議長（松山 力弥）  日程第２４、諮問第１号及び日程第２５、諮問第２号人権擁護委員の推薦

について、以上、諮問２件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。平松町長。 

○町長（平松 秀一）  諮問第１号人権擁護委員の推薦について。 

 人権擁護委員に下記の者を推薦したいので人権擁護委員法第６条第３項の規定により本議会の

意見を求めるものでございます。 

 住所、須恵町大字旅石７２番地、氏名、丸山信幸、生年月日、昭和２４年７月４日、任期、令

和６年１月１日から令和８年１２月３１日。 

 令和５年９月１日提出、須恵町長、平松秀一。 

 提案理由は、人権擁護委員丸山信幸氏が令和５年１２月３１日をもって任期満了のため、その
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後任を推薦するための提案でございます。 

 諮問第２号人権擁護委員の推薦について。 

 人権擁護委員に下記の者を推薦したいので人権擁護委員法第６条第３項の規定により本議会の

意見を求める。 

 住所、須恵町大字上須恵７６９番地の６、氏名、小南久代、生年月日、昭和３５年３月１日、

任期、令和６年１月１日から令和８年１２月３１日。 

 令和５年９月１日提出、須恵町長、平松秀一。 

 提案理由は、人権擁護委員米倉清美氏が令和５年１２月３１日をもって任期満了のため、その

後任を推薦するための提案でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。 

 お諮りします。本案は人事案件でありますので、討論を省略し、採決に入りたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。討論を省略し、諮問第１号について採決に入りま

す。本案に御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、諮問第１号人権擁護委員の推薦については

原案のとおり賛成することに決定しました。 

 諮問第２号について採決に入ります。本案に御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、諮問第２号人権擁護委員の推薦については

原案のとおり賛成することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（松山 力弥）  以上で本日の議事日程は全て終了しました。 

 次の本会議は９月８日午前９時から行います。 

 本日はこれにて散会します。 

午前11時49分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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午前９時00分開議 

○議長（松山 力弥）  おはようございます。今日は一般質問でございますけども、今日は須恵町

の共生のまちづくりの皆さんの傍聴でございます。 

 そして、この当初、本会議初めて須恵町議会でライブ配信を行ったわけでございますけども、

今日もライブ配信、町民の皆さん見ておられますので、一般質問の方、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、これから本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 
○議長（松山 力弥）  一般質問を行います。 

 一般質問は、議員申合せにより、質問時間は答弁を含め１時間以内、質問回数は３回までとな

っております。 

 順番に発言を認めます。１１番、今村桂子君。 

○議員（１１番 今村 桂子）  １１番議員、今村桂子です。通告に従い、ランドセルの無償配布

について質問いたします。 

 この件については、須恵町の子育て世代の方々から私に陳情があり、質問をさせていただくこ

とになりました。その中に男性の方もいらして、子育てに対する男性の関わり方が進んできてい

ることを肌で感じました。本日も、代表の方が傍聴にいらしております。それでは、質問いたし

ます。 

 小学校入学までに必ず準備するのがランドセルです。物価高騰が進む昨今、ランドセルの価格

も年々高騰して、４万円から１０万円以上です。金銭的にゆとりがない家庭にとっては大きな出

費です。 

 添付資料１を御覧ください。 

 福岡市におけるランドセル１個当たりの価格の推移です。２０２３年２月では４万

９,３００円が平均でしたが、月を追うごとに物価上昇が続いています。４月入学の親を対象に

した調査では、ランドセルの平均購入金額は５万６,４２５円、購入金額帯は６万５,０００円以

上が３０％を超える結果となっているとのことです。 

 そこでお尋ねをいたします。須恵町では、ランドセルについての規定はありますか。通常のラ

ンドセルはデパートなどで売っている革製のものが多く、重さは１キロ以上と言われています。 

 資料３と資料の次のページを御覧ください。 

 これは１万５,０００円ほどのアウトドアメーカー、モンベル社の８４０デニールナイロン製、

ＴＰＵラミネートの通学用リュックサックで、教科書やタブレットなど、学校で使う様々なもの
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をオールインワンで収納できる通学用バックパックです。従来の革製品ランドセルに比べて約半

分の５５０グラムと軽量で、雨にも強く子どもでも扱いやすい工夫を凝らしています。このよう

な通学用リュックサックでもランドセルの代わりとして使用可能ですか。ランドセルについては、

教育長にお尋ねをいたします。 

 次に、ランドセルの無償配布の実施について、町長にお尋ねをいたします。 

 コロナや物価高の影響などもあり、低所得の子育て世帯も広がる中、自治体が独自に小学校入

学の児童を対象に、ランドセルや通学用リュックサックなどを無償で配布する取組が広がってい

ます。本年から、富山県立山町、山口県防府市も取組を開始しています。 

 添付資料２を御覧ください。 

 これは、茨城県日立市が無償配布しているランドセルです。無償配布をしている自治体は多数

ありますが、日立市は無償配布の先駆けで、取組を始めて４０年以上が経過しています。保護者

への経済的負担の軽減と、子どもへの入学祝いの２つの意味を込めて贈呈を行っています。資料

２のランドセルは、日立市がかばん店に作ってもらっているもので、１万円程度で誰でもかばん

店に問い合せて買えるそうです。現在、赤黒以外を検討中だそうです。 

 ほかの自治体で配布されているランドセルも、資料２の２枚目のようなリュックサックで、多

様性やＬＧＢＴなどへの配慮から、赤黒だけではなく、ほかの色も追加され、選択できるように

なっています。福岡県内でも、子育て支援策として実施されている自治体もあります。 

 また、先ほど紹介したアウトドア用品の製造販売を行っているモンベルに製作を委託し、資料

２のワンパックというリュックサックを無償配布しているのが、今回から参入をしている日立市

の自治体でもございます。 

 資料４を御覧ください。 

 年齢別人口集計表です。ゼロ歳から６歳が対象となります。毎年、須恵町内の小学校に入学す

る新１年生に入学祝いとしてプレゼントするとして、来年度は入学予定者が３０９人です。入学

祝いとしてプレゼントすることで、各家庭の経済支援という観点から、喜ぶ家庭が多いと思いま

す。また、子どもたちも、町からのプレゼントはうれしいと思いますし、毎日使用するランドセ

ルはいつまでも思い出として心に残ると思います。 

 子ども・子育て支援策として、今議会に子ども医療費の補助額の拡大と、子ども１人につき

５,０００円のカード支給が提案されていますが、ぜひとも須恵町においても経済的負担の軽減

と子どもたちへの入学祝いとして、ランドセルの贈呈はできませんか、お尋ねをいたします。 

○議長（松山 力弥）  答弁を求めます。学校教育課長。 

○学校教育課長（吉本 孝治）  おはようございます。ランドセルの無償配布をについて御説明い

たします。 
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 ランドセルに関しましては、百貨店の夏の目玉商戦の一つに挙げられるほど注目度の高い商品

となっています。テレビなどでも各社が競ってＣＭを流し、消費者の購買意欲を高めていること

は承知しています。また、色やデザインの種類はもとより、値段も一、二万円台から１０万円以

上する商品まで品ぞろえは豊富です。確かに議員がおっしゃるように、物価高騰が進む中でラン

ドセルの購入は大きな出費であることは否定できません。 

 それでは、質問要旨に沿って御説明いたします。 

 １、２については、併せて説明させていただきます。 

 １、ランドセルについて規定はありますか。２、通学用リュックサックでも使用可能ですかに

ついてです。 

 ランドセルについての規定はありません。様々な色、形のものが流通しておりますが、制限や

指定は行っておりません。そのため、通学用リュックサックを使用することも可能です。 

 ３、子育て支援策としてランドセル無償配布の実施についてのお考えはありますかについてで

す。 

 ランドセルの購入については、入学時に児童自身が楽しみにしていることや、保護者や祖父母

がプレゼントする喜びもあると思います。先ほども申しましたように、夏休みに祖父母の元へ里

帰りをする時期を狙ってランドセル商戦が熱を帯びているのも事実です。可愛い孫や子どもにラ

ンドセルをプレゼントするのを楽しみなさっている御家庭が多いのも事実です。また、そのこと

は、受け取った児童が６年間ランドセルを大切に使うことにもつながっていると考えます。一律

に無償配布することを望んでいらっしゃる方がどれだけおられるかは分かりませんし、一律に配

布することで幅広いデザインや機能の選択肢を奪うことにもなります。 

 そのため、無償配布ではなく、教育の質を向上させることを目的とした支援員等の人的配置の

継続や、学習環境の整備や支援等に努めてまいりたいと思います。 

 なお、人的配置では、特別支援教育や少人数指導等の補助教員を会計年度任用職員で雇用して

おります。これまで行ってきた支援としては、入学時に各家庭で購入していただいていた算数ボ

ックスの教材を町が一括購入し、２年間貸与するという方法を取って、保護者の負担軽減を図っ

ております。 

 そして、議員が御心配なさっている住民税非課税世帯や家計急変世帯及びひとり親世帯に対し

ましては、児童１人当たり５万円の給付を行っておりますし、また、住民税非課税世帯につきま

しては、福祉の対策として１世帯当たり３万円の支給も併せて実施しております。さらに、この

９月議会の補正予算に計上し、御審議いただきますが、子育て支援策として１８歳以下の子育て

世帯への商品券の発行や、物価高騰による材料費の値上げ分の小学校給食費の補助を考えており

ます。 
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 以上のような支援策を講じておりますので、新たにランドセルの無償配布については、繰り返

しになりますが、考えておりません。 

○議長（松山 力弥）  今村桂子君。 

○議員（１１番 今村 桂子）  今、お返事がございましたが、ランドセルについての規定はあり

ませんということでございますが、現在、リュックサック型を使用している子どもはいないわけ

でございます。その中で、安いということも、軽いということもあり、リュックサック型のもの

を使用したいと思ったとき、１人だけまたそれをからっていると、やはりいじめにつながる可能

性があるということで、親御さんが大変心配をされていることが事実でございます。 

 ですから、もしこういう規定がないのであれば、リュックサック型のこういうものもあります

というような内容のものを入れていただくとか、こういうものでも大丈夫ですよということを周

知していただきたいというお願いがございました。その件については、いかに考えていらっしゃ

るかということを１点お聞きをいたします。 

 それから、子どものランドセルについては、親御さんじゃなくて、祖父母がランドセルをプレ

ゼントするというのが楽しみだということも、もちろん分かっております。しかし、裕福な高齢

者ばかりではありません。年金生活で２か月１回頂く年金よりもランドセルが高く、負担に感じ

ているという祖父母もいらっしゃることもまた事実でございます。 

 そういうこともありますし、まずはランドセルを全員に交付、負担なしでプレゼントしていた

だければ大変ありがたいなということを保護者の方々からも聞いております。 

 今、試算を私のほうで一応してみたんですけれども、ランドセルが、資料４を見ていただきま

すと、毎年新１年生が約３００人から３４０人いらっしゃいます。入学祝いとして、例えば、今

回資料に挙げていますモンベル社製の１人当たり１万３,５００円のランドセルを支給したとい

たします。これをプレゼントすれば、毎年４０５万円ほどかかることになります。来年入学予定

児の３０９人にプレゼントすれば、４１７万１,５００円かかることにはなります。 

 しかし、全員が希望するわけではなく、これをやっているところに確認したところ、配布要領

の案ですが、あらかじめ町から新１年生を持つ各家庭に支給申込書また兼誓約書ということで、

転売防止目的のものを送付いたします。９月から１２月に各小学校で開催する就学時健康診断で

展示会を行って、支給申込書等を回収して、入学説明会当日にお好みの色のリュックサックを配

布するという流れで行われているそうです。 

 福岡県で実施している町では、全員が希望するわけではなく、約８０％弱の方が申請して支給

をされています。須恵町で当てはめると３０９人の８０％の約２４８人で、税抜きが３３４万

８,０００円かかることになります。このぐらいの金額というか、この金額をどう見られるかは

分かりませんが、子育てをしている方たちにとっては、非常に経済的に負担がかかる。また、高
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齢者も、祖父母がランドセルを買わないといけないというプレッシャーもある方もたくさんいら

っしゃると思います。 

 そんな中で、ぜひ町のほうから、これが普通のランドセルではなくて軽い５５０グラムの、例

えば今言っています新しい形のリュックサック型のアウトドアメーカーのモンベル社であれば、

普通のランドセルを持っている方でも、また荷物が重いときにそれを使いたいとか、そういうこ

とも起こってくると思います。ぜひ検討をお願いしたいと思います。答弁を求めます。 

○議長（松山 力弥）  平松町長。 

○町長（平松 秀一）  内容については、今もう担当課長が言ったとおりのことでございます。議

員さん方は、町民の方々の代表であり代弁者であるわけですから、議員さんもランドセルの無償

配布についてお尋ねがあって、今回一般質問をなさったんだろうと思いますけども、この町の経

営をやっている私としては、全体を俯瞰した上で何が必要かということを見ながらやっていく必

要があると思っています。 

 ランドセルに関しては、先ほど担当、私も教育委員会にいたから分かるんですけども、ランド

セルというのは強制ではなくて、私たちもちっちゃい頃からランドセルってあって、恐らく戦後

の風習として生まれたんだろうと思うんですけれども、これ何も文部科学省が強制しているわけ

でも何でもなくて、それが全国に普及して今に至って、大きなメーカーとかいろんなところの、

何ていいますか、購買意欲をそそるような商戦の中でだんだんヒートアップしているんでしょう

けども、須恵町の場合は、根本的に考えて、ランドセルだけを捉えるんじゃなくて、私、教育長

になったときに申し上げたように、ゼロ歳から１５歳まで切れ目がない教育を支援していくんだ

と、これは子育て支援じゃなくて子ども支援でございます。子どもの心を救う、保育所や幼稚園

のときに家庭的に恵まれない人たちとか、いろんなことも含めた上で、小学校に上がっていって

中学校までに心をつくり上げていく。そのための教育のための予算というのを当時の町長に申し

上げて、よその市町村と比べても教育予算に対する比率は高うございます。特に人的配置やりな

がらです。 

 その中でも、やはり給付型のもので用意しなければならないものについては、財政面を考えな

がら一つずつやっているわけでございまして、ランドセルだけを捉えて、一番最初全員に給付な

さったらどうかということで、２問目では希望者に、以後は、議員の中でもどっちがいいか分か

らない。保護者の中でもランドセルでいいと思ってらっしゃる人もいらっしゃる。この問題自体

は、我々が無償化しますと言って、全員の保護者が納得するかというと、そんな問題じゃないと

思います、これは。 

 先ほど言ったように、生活困窮にある方々に対して不公平やないかということですけども、そ

れの対策については、先ほど担当が言いましたように、準要保護世帯、保護世帯に対する補助金
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もありますし、その中にランドセルの購入もやって構わないようにたしかしていると思います。

だから、生活的に困っている人たちがランドセルを買えないかというと、それを使ってもいいよ

うにしているはずです。 

 ですから、今のところランドセルにスポットを当てて、須恵町が補助をやるというんではなく

て、もっと広く俯瞰する中で、子どもたちにとって何が一番幸せなのかを考えながら、いろんな

サービスを考えていく必要があると思います。 

 また、２問目でも同じような質問になっていますので、２問目でも私のほうからお答えしたい

と思いますけども、議員の質問が悪いとか言っているんじゃないです。できればいいんでしょう

けども、そういう状況にランドセルはないということを御理解いただきたいなと思います。 

 それ以外のもので、議員から提案があって、これをやったほうがいいなと思うのは、どんどん

やっていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  今村桂子君。 

○議員（１１番 今村 桂子）  確かに今言われるみたいに、補助金の中でランドセルの制度もあ

るということでございますが、皆様、やはりランドセルが高額になっているということが、すご

く経済的な負担になって、心を痛めていらっしゃることもまた事実でございます。 

 こんな中で、全員にということはやっぱり平等性ということで、するんだったら全員かなとい

うことで、私も全員にという、公平にということで全員に、また、お金的に厳しいというのであ

れば希望者にということで、両方の質問をさせていただいたところでございます。 

 いろんな子育て支援のことがあっているということでございますが、高齢者の運転免許自主返

納のことで、昨日ちょっと審議を、おとといですか、しておりましたが、１人４万円で２４９人、

９９６万円が平成４年度にはかかっているということで、これは高齢者支援だけではなく、交通

事故防止とか、いろんなことがある中でもございますが、それの３分の１程度で子どもさんにラ

ンドセルを入学祝いとして、プレゼントできればいいかなという思いで質問をさせていただきま

したが、町の事情というのも分かっておりますし、別の支援策を行っているということも十分承

知で質問をいたしております。 

 皆さんにプレゼントできないということであれば、最初の質問の中に、ランドセルは規定をし

ていないということで、町長もいろんな形のランドセルがあってもいいという意味で発言をして

いただいたと思います。 

 そこで、やはり経済的に厳しい方たちは、この１万円幾らのランドセルを買って子どもたちに

持たせようという思いがあるようでございますが、これをからったときに、ほかの子どもたちが

高い６万円とか１０万円超えのランドセルの中で、その子たちがいじめに遭わないかというのを
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本当に危惧されています。このランドセルの利点は、やはり軽いところとか、いろんな荷物が入

るところ、雨にも強いとかいろんな利点があるので、できればこういうランドセルもありますよ

ということを周知していただきたいというのが、保護者の方たちの思いです。ランドセルがもし

だめなら、こういうリュックサック型のランドセルも視野の中にありますよっていうことを、ぜ

ひ町のほうからも言っていただければ、なるべくいじめにつながらないような形で支援をお願い

したいということが、一つのお願いでございました。これについてはどのようにお考えでしょう

か。 

○議長（松山 力弥）  平松町長。 

○町長（平松 秀一）  先ほどから言っているように、これ多様性がありますので、教育の観点か

ら言っても、今おっしゃったことは当然のことで、教育委員会のほうに命令して、そういった方

法もありますよという周知はやっていきたいなと思います。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  今村桂子君。 

○議員（１１番 今村 桂子）  この取組がちょっと難しくても、今言われたみたいに周知をして

いただければ、安いランドセルでもみんなが楽しく背負って、いじめのない学校生活が送れるよ

うな形でお願いができればと思います。 

 このような取組が、子育て支援のほう、たくさん町長のほうが考えていただいておりますので、

各家庭の経済支援につながるのはもちろんのことですが、須恵町がさらに子育てしやすく、住み

やすい、また住んでみたいと思えるようなまちづくりをよろしくお願いをいたします。 

 以上で、私の質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（松山 力弥）  ５番、男澤一夫君。 

○議員（５番 男澤 一夫）  ５番議員、男澤一夫です。通告に従い、中学校ランチサービスの利

便性はということで質問いたします。 

 須恵町は、福岡県の６０市町村で、選択制弁当給食を実施している数少ない町です。選択制ラ

ンチサービスは、平成２７年５月から始まっており、様々な事情により弁当を準備できない家庭

にとっては、とてもいい行政サービスだと思います。 

 しかし、利用されている方から、前の月に１か月分注文しないといけないなど、利便性が悪く

ランチサービスを利用しにくいなどの声を聞きます。このサービスを希望する多くの方に届ける

ために、利用について問題点の検証と利便性の向上について検討するべきではないでしょうか。

町長の考えをお尋ねいたします。 

 １つ、利用代金の支払いは、利用月前月の校納金に合算し徴収されていますが、欠席した日の
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返金は可能でしょうか。 

 ２つ、弁当持参困難な日の急な弁当利用の対応はできるのでしょうか。 

 ３つ、食物アレルギーをお持ちの生徒への対応はどうされていますか。 

 ４つ、弁当を忘れた生徒への対応はどうされていますか。 

 ５つ、今までの８年間で、生徒、保護者に利用について全員を対象としたアンケート調査をさ

れましたか。 

 以上、５点についてお尋ねいたします。 

○議長（松山 力弥）  答弁を求めます。吉本学校教育課長。 

○学校教育課長（吉本 孝治）  中学校ランチサービスの利便性はについて御説明いたします。 

 現在のランチサービスについては、令和５年度から３年間の業務委託契約を締結し、円滑に運

用されています。実施状況としましては、献立表を参考に、前々月の２８日までに注文すること

となっています。献立を見た上で発注が可能で、生徒の昼食の選択肢の一つとして利用していた

だいています。献立についても、カロリー計算をし、成長期の生徒に合った弁当の提供をしてい

ます。 

 ただし、親の弁当を食べたいや慣れているので食べやすい、ほかの家族の弁当を作るからなど

の理由により、家庭から弁当を持参している生徒もおり、ランチサービスの利用者数は３割弱と

なっております。 

 それでは、質問要旨に沿って御説明いたします。 

 １、利用代金の支払いは、利用月前月の校納金に合算し徴収されていますが、欠席した日の返

金は可能でしょうかについてです。当日欠席の返金は対応しておりませんが、病気等で長期欠席

となった場合については、保護者から申出があった日の２日後より返金が可能です。 

 ２、弁当持参困難な日の急な当日利用の対応はできるでしょうかについてです。通常、弁当を

持参している生徒が家庭の事情により持参できなかった場合は、当日の利用は想定しておりませ

ん。 

 ３、食物アレルギーをお持ちの生徒への対応はどうされていますかについてです。献立表にア

レルギー表示をしておりますので、保護者が事前に確認でき、注文の参考にしていただいていま

す。また、入学説明会等でアレルギー調査を実施し、対象生徒・保護者には面談し、ランチサー

ビスについての説明を丁寧に行っています。 

 ４、弁当を忘れた生徒への対応はどうされていますかについてです。弁当を忘れるという表現

が適切かどうかは分かりませんが、事情があって弁当を持参できなかった生徒は、自分で通学途

中のコンビニ等で購入しています。ただし、お金の忘れ等で準備できなかった生徒に対しては、

学校の職員が急遽買い出しに行くなどの対応は取っていただいています。また、そのことによっ
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て、特段これまでにトラブルの報告は受けておりません。 

 ５、今までの８年間で生徒、保護者に、利用について全員を対象としたアンケート調査をされ

ましたかについてです。ランチサービス開始から約１年経過した平成２８年９月と、請負業者が

変更となった後の平成２９年１０月に、生徒、保護者に対し実施いたしました。 

 なお、アンケートの結果については資料として添付しておりますので、御覧ください。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  男澤一夫君。 

○議員（５番 男澤 一夫）  弁当、当日利用は対応はできないというような御回答だったんです

が、その中で、同じような選択性ランチサービスを実施している大野城市を調べました。そうし

ますと、スマホを使用してＬＩＮＥで、ＰＥＣＯＦＲＥＥという公式アカウントに登録しますと、

当日８時３０分までにランチ給食を注文すれば、当日に学校まで配達でき、１か月前から予約注

文も可能とのことです。利用しやすい制度を採用されていると思います。須恵町も取り入れてみ

てはいかがでしょうか。１つです。 

 先ほど、献立の話がありましたが、ランチサービスを利用する理由として、やはりランチメニ

ューの献立の内容もあるかと思います。それで、宇美町の選択性ランチサービスを調べたのです

が、学校給食運営検討委員会の各学校の給食主任、ＰＴＡ代表、栄養教諭、学校栄養職員で構成

されている献立部会で献立原案を審議し、承認されると献立が決定され、予定献立となるそうで

す。須恵町のランチサービスの献立は、どのように決定されているのかをお尋ねしたいと思いま

す。 

 また、閉会中の事務調査として依頼していました調査事項の回答を一般質問資料に添付してお

ります。③の利用者負担額を御覧いただきたいのですが、令和５年度須恵町の弁当は、利用者負

担額３００円、町の負担額１５７円、合計４５７円の弁当になっています。 

 ２の利用者数の割合を見ていただくと、先ほど申されましたが、８年間で年平均計算しますと

約２５％が利用されています。宇美町を調べてみますと、弁当は利用者負担額２８０円、町負担

額３５０円で合計６３０円の弁当になっており、また、利用者数の割合は約６０％となっており

ます。数字だけでの判断は難しいですが、金額が高い宇美町の弁当のほうが内容的に充実してい

るのではないかと考えます。そのことが利用率にも影響しているのではないでしょうか。 

 小学校には、給食費物価高騰等対策補助金が今度の補正予算にて計上されています。中学校の

選択制ランチサービスには、給食費物価高騰等対策補助金がありませんので、物価高騰を考える

と内容の維持のために、町の負担額を上げる必要があるのではないでしょうか。 

 また、利用者の感想を今後に反映させるために、定期的なアンケート調査を実施されてはいか

がでしょうか。ＬＩＮＥによる注文、献立作成、町負担額の見直し、アンケート調査の４点につ
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いてお尋ねいたします。 

○議長（松山 力弥）  答弁を求めます。答弁できるまでお願いします。通告になかったところ、

説明できる限りでいいです。 

○町長（平松 秀一）  今現在の弁当給食のデータを取られていると言われていると思うんですけ

ども、なぜ須恵町がランチサービス系の弁当給食になったかというのを、もう１０年以上たちま

したので、ちょっと時間取って説明させていただきます。第１次給食検討協議会、これ吉松昭幸

町長なさったときに、今でも覚えていますけれども、町長はここで、中学校の弁当は作って持っ

てこいと。あくまでも小学校の間は給食出すけども、中学校になって思春期になった時には背中

を見せて、お父さんお母さんも頑張っているんだと、そういう意味でも、食育でも弁当を作りな

さいということで言い聞かせなさって、１次のときは、給食問題はそれで終わっております。 

 その後、第２次の給食検討委員会、これ吉松昭幸町長から中嶋町長に替わって、私が、学校教

育課長、学校教育課というのはたった１か月で子ども教育課に変わったんですけれども、なった

ときが第２次の答申を出すときでした。私、何も分からずに中を調べる中で、中嶋町長の意向も

酌みながらその検討委員会で検討をやっていったわけですけども、私はまず、子どもたちがどう

思っているのかということで、その当時、現在該当者の中学生じゃなくて、小学生の５・６年生

にアンケートを取ったんです。圧倒的に給食は食べたくない。６年間一生懸命給食を食べたっち

ゃから、中学校に上がったらお母さんの弁当を食べたいというのが圧倒的に多かったんです。そ

れを無視して、要するに自校方式のお金をかけて給食やったりとか、センター方式でやるとかと

いうのは、これはちょっとおかしいなということで、そのときの協議会でお話し申し上げて、い

ろんな中学に入っていくと活動も増えていくし、お父さんお母さんもだんだん年齢重ねられて、

仕事でも忙しい場面が出てきて、なかなか弁当を作れない方もあるだろうなということで、他の

地区を調べて、弁当配食、ランチサービスを考えたというのが経緯です。 

 その中で負担をどうするかとか、その当時の議員さんってもう今村議員しか残っていないじゃ

ないかなと思いますけども、そういったことを喧々諤々やりながら今の制度にやって、須恵町の

食育に合う給食をやろうと。 

その当時の、最終的に、約１０年近く前になりますけども、そのとき担当していたのが副町長

が課長で、宇美町が先にやっていました。さっき言った大野城市ですか、やっていました。その

辺りも検討しながら、須恵町のこの制度をつくったということです。 

 質問の要旨になかった負担金のことをおっしゃったけども、先ほどのランドセルも含めて、全

てを国が、行政が子育てで負担するというのはいかがなものか。確かに生活困窮者とか、いろん

な事情がある人たちは手を差し伸べないかんと思います。でも、通常の制度としては、やはりみ

んなが負担する、行政も負担する、国も負担する、これ負担してくれていないですけど、そして
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保護者も負担しながら、みんなで地域で子どもを育てるという空気つくっていかないと、全部が

インスタント方式になって人任せになります。 

 主体は、子どもなんです。親の便利さとか、我々は、それは一応政治家として、給食もただに

したりとか、ランドセルをただでやったりする。私、それは評価上がりますよ。でも、それが地

域づくりに役立つかというと、私はならないと思います。 

 だから、今現在の給食の単価の問題についても、最終的にこれが妥当なのかどうかというのは

検討もさせますし、いろんなこと、質問の要旨になかった部分についても、教育委員会、今日書

き留めていると思いますから、させますけども、根本的には、何もかもが便利な世の中がいい世

の中かということです。保護者の方々が生活しやすいように、仕事しやすいようにやるのは我々

の役目です。でも、保護者も、子どもに対して頑張っている背中を見せないと、子ども、育ちま

せんよ。私たちも、そうやって育ててきました。 

 だから、そのことを御理解いただきながら、ランチサービスについても、苦肉の策としてこう

いった形が一番いいんだと。今、ランチサービス利用している方々２５％、それで私は構わない

と思います。ランチサービスを食べながら、弁当を持ってきている子どももいるんですよ、部活

をやっている子は。小学校のクラブチームのお子さん方も、やっぱり給食を食べて、戻ってクラ

ブチームに行くときに御飯食べて行っている。だから、いろんなパターン、いろんな生活パター

ンの子どもがいるということです。その中で、統一的にこの部分でやろうと決めたときには、こ

ういった制度になってしまうということです。 

 だから、私は、給食問題に関してはもう一度教育委員会に対して、小学校の５・６年生にアン

ケートを取ってみたいと思います。これ、命令します。今の中学生じゃありません。子どもたち

がどう思っているかです。それぞれの保護者の方々が、給食があったら便利なのは、便利に決ま

っていますよ。そうじゃなくて、子どもたちがどう思っているかというのを１０年前にやったと

きに、これは無理だと。必要な家庭にランチサービスの弁当を提供しようという形で始めた弁当、

そういうことですから、御理解してください。 

○議長（松山 力弥）  定期的にアンケートの調査は、それでいいですね。いいですか。それと通

告なかったけど、献立の内容だけ説明簡単にできます。できなかったらもう消しますけど、よろ

しいですか。献立の内容についての質問がありましたけど、献立の決定は誰がしているか。どな

たがする。吉本学校教育課長。 

○学校教育課長（吉本 孝治）  献立の決定につきましては、今委託をしている業者、栄養士がお

りますので、そちらが決定をしております。 

○議長（松山 力弥）  よろしいですか。男澤一夫君。 

○議員（５番 男澤 一夫）  町長の考え方、気持ちはよく分かりました。 
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 関連してなんですが、今、広島県で委託業者の倒産により、たくさんの施設での食事の供給が

ストップしているということによって、対応に追われている事案が起きていることは、社会問題

となっているのは、皆さん御存じかと思います。須恵町の委託業者の経営状況等の確認は既に行

っているのかと、また、このような事案がいつでも起こり得ると思いますので、町長の考えとし

て代替案を持ってあるのかお聞きしたいと思います。 

○議長（松山 力弥）  平松町長。 

○町長（平松 秀一）  これ、一般質問のルールとして、今おっしゃったことについては、ここで

言われてもデータはないわけです。答えられない、答えたいけど、御理解ください。 

 ただ、先ほどから言っていますように、須恵町というのは子どもを基盤に据えながらやってい

きますから、もしそういった状態になったときは、何が何でも弁当が必要な家庭、お子さんに対

しては提供するようにさせます。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  男澤一夫君。 

○議員（５番 男澤 一夫）  そういうときの対応がきちっとできるというようにしっかり答弁い

ただきましたので、安心しました。 

 これにて質問を終わります。 

○議長（松山 力弥）  これにて一般質問を終結します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（松山 力弥）  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本会議終了後、１０時より全員協議会を開催しますので、特別会議室に御集合願いします。 

 次の本会議は、９月１５日午前１０時から行います。 

 本日は、これにて散会します。 

午前９時44分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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午前10時00分開議 

○議長（松山 力弥）  おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 これより議事に入ります。 

 ここで一括議題についてお諮りします。議案第４７号から議案第５２号まで、議案第６１号及

び議案第６２号については、それぞれ関連議案でありますので、一括議題とすることに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、一括議題とすることに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．議案第４７号 
日程第２．議案第４８号 
日程第３．議案第４９号 
日程第４．議案第５０号 
日程第５．議案第５１号 
日程第６．議案第５２号 

○議長（松山 力弥）  日程第１、議案第４７号令和４年度須恵町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて、日程第２、議案第４８号令和４年度須恵町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、日程第３、議案第４９号令和４年度須恵町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について、日程第４、議案第５０号令和４年度須恵町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、日程第５、議案第５１号令和４年度須恵町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、日程第６、議案第５２号令和４年度須恵町水道事業会計決算の認定について、

以上６議案を一括議題とします。 

 決算審査特別委員長の報告を求めます。１３番、田ノ上真君。 

○決算審査特別委員長（田ノ上 真）  おはようございます。議案第４７号令和４年度須恵町一般

会計歳入歳出決算の認定についてから議案第５２号令和４年度須恵町水道事業会計決算の認定に

ついてまでの６議案について、審査報告をいたします。 

 まず、議案第４７号令和４年度須恵町一般会計歳入歳出決算の認定について、決算書１２ペー

ジです。 

 実質収支に関する調書ですが、歳入総額１２２億２,３４８万５,２６９円、対前年度比３％増

に対し、歳出総額１１７億９,２８５万８,７０５円、対前年度比３％の増で、歳入歳出差引額は

４億３,０６２万６,５６４円です。翌年度へ繰り越す財源として繰越明許費繰越額６,１８７万

９,０００円を計上し、歳入歳出差引額から同額を差し引いた実質収支額は３億６,８７４万
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７,５６４円となり、黒字決算です。 

 ここからは、決算審査意見書の記述も参考に申し上げます。 

 この令和４年度の実質収支額から前年、令和３年度の実質収支を引いたところの単年度収支は

１,３３５万３,０００円の赤字になります。これに黒字要素の財政調整基金積立金５,０６２万

５,０００円を加え、マイナス要素の財政調整基金取崩し額６億円を引いたところの実質単年度

収支はマイナス５億６,２７２万８,０００円となります。決算統計上は赤字ですが、実際のとこ

ろは、財政調整基金取崩し額の６億円はそのまま公共施設等整備基金に移し替えていますので、

基金全体の額は減少しておりません。財政調整基金の取崩し額を考慮しなければ、３,７２７万

円の黒字となります。 

 財政収支の均衡を示す指標としての実質収支比率は６.１％で、前年度に比して０.１ポイント

の増加、これは、実質収支額の減にかかわらず、分母となる標準財政規模額も前年度比減となっ

ているためでございます。 

 歳入において大きいもの、自主財源では、町税が３３億１,２４２万７,０００円、そのうち、

町民税１４億８,６２６万６,０００円、徴収率は９４.８４％、固定資産税１４億６,３４２万

６,０００円、徴収率は９７.４６％、軽自動車税９,４９１万６,０００円、徴収率は

９８.１５％、町たばこ税２億６,７６１万１,０００円、徴収率は１００％です。町税全体では、

前年度比４.３％、１億３,５３２万８,０００円の増収です。 

 寄附金７億３,０２５万３,０００円は、ふるさと応援寄附金及び一般寄附金の増により、前年

度比２５.６％、１億４,８９６万６,０００円の増収です。 

 繰入金６億円は、財政調整基金繰入金から６億円を繰り入れ、公共施設等整備基金に移したた

め、大幅増となりました。前年度比４,９５６.９倍、５億８,８１３万５,０００円の増収です。 

 繰越金３億８,４７８万６,０００円は、前年度比マイナス１３.３％、５,８９２万

５,０００円の減額です。 

 依存財源では、地方交付税２１億５,１７６万８,０００円、前年度比マイナス８.１％、１億

９,０１０万６,０００円の減、国庫支出金２２億５,７９０万７,０００円、前年度比マイナス

９％、２億２,４０８万７,０００円の減、県支出金８億９,７０６万９,０００円、前年度比

１１.１％、８,９７６万８,０００円の増、地方消費税交付金６億６,８７７万６,０００円、前

年度比７.６％、４,７１１万３,０００円の増です。 

 町債は５億１,４８８万１,０００円、前年度比マイナス２１.４％、１億４,０１７万

６,０００円の増です。 

 自主財源は、前年度比１６.８％、７億９,２６１万９,０００円の増であり、歳入合計に対す

る構成比は４５.２％で、５.４ポイントの増です。 
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 依存財源は、前年度比マイナス６.１％、４億３,３９３円の減であり、歳出合計に対する構成

比は５４.８％、マイナス５.４ポイントの減でした。 

 自主財源の主たるものは、基金繰入金の６億円ですが、自主財源が増えれば依存財源が減ると

いう皮肉な関係が出ております。 

 歳出です。性質別に主なものを申し上げます。 

 義務的経費として、人件費１３億２,８５０万円で、前年増減率マイナス１２.２ポイント、

１億８,４３２万円の減、扶助費２８億４,２８５万円、前年増減率マイナス４.５ポイント、

１億３,２７１万６,０００円の減など、義務的経費の計４７億９,７６３万１,０００円、構成比

４０.７％、前年増減率マイナス５.６ポイントです。 

 投資的経費として、普通建設事業費７億９,４７４万円、前年増減額２億４,９７８万

７,０００円など、投資的経費の計８億１,２７０万３,０００円、構成比６.９％、前年増減率

３６.７ポイントの増です。 

 その他の経費として、物件費２３億６,６４５万６,０００円、前年増減額２,００３万

８,０００円の増、補助費等１４億４３５万５,０００円、前年増減額１億９,６８５万

５,０００円の増、繰出金１３億５,６２６万４,０００円、前年増減額１億８７万７,０００円の

増など、その他の経費の計６１億８,２５２万５,０００円、構成比５２.４％、前年増減率

６.６ポイントの増です。 

 歳出総額に占める義務的経費の割合が低く、投資的経費の割合が高いほど、財政構造は弾力性

があり、健全な財政と言えます。令和４年度の構成比率は、前年度より改善が見られますが、依

然として義務的経費の比重は高いと言えます。 

 令和４年度の特別会計への繰出金は、国民健康保険特別会計２億７,５８８万３,０００円で

３,８４５万３,０００円の増、後期高齢者医療特別会計１億１,９２１万５,０００円で

１,０６１万８,０００円の増、公共下水道事業特別会計２億６,８９０万９,０００円で５５２万

円の減、農業集落排水事業特別会計３,５２６万６,０００円で６５６万４,０００円の減額です。

特別会計への繰出金は合わせて６億９,９２７万３,０００円で、前年度より３,６９８万

７,０００円の増額となりました。 

 令和４年度の地方債の借入額は５億１,４８８万１,０００円でした。主なものは、第三幼児園

（仮称）改築事業債１億９,４６０万円、臨時財政対策債１億６４８万１,０００円、緊急防災・

減災事業債８,２６０万円、文化会館舞台つり物改修事業債４,１００万円、文化会館屋上防水改

修事業債２,３２０万円、また、年度末の地方債残高は７２億８,９７８万４,０００円であり、

前年度に比べると９,２１３万５,０００円減少しております。 

 経常収支比率は、前年度から４.７ポイント上がって９０.９％です。数値が低いほど一般財源
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に余裕があり、財政構造が弾力性に富むとされます。本町において財政構造が硬直化しているこ

とが読み取れます。これまでのような歳入構造からの脱却を図らなければ、今後もこの傾向が続

くと懸念されるものです。 

 本決算審査におきましては、地方自治法第２３３条第５項の規定により、会計年度における主

要な施策の成果を説明する書類として、各事業別に作成された令和４年度主要施策調書の提出が

ありました。一般会計においては６１事業についてのものでしたが、歳出の審査は事業別に着目

して行いましたので、有益な資料として活用できました。 

 質疑として、歳入、１３款、都市計画手数料について、屋外広告物許可申請手数料の実績を問

うもの。答弁として、新規申請１４件、更新申請３６件というものでした。 

 １４款、児童福祉費国庫補助金について、保育士等処遇改善臨時特例事業費国庫補助金の効果

について問うもの。答弁として、保育士の所得が少し上がったが、この補助金が恒久的に続くか

は分からないというものでした。 

 １６款、不動産売払収入について、箇所を問うもの。答弁として、東中学校下の赤坂地区にあ

る町有地を開発に伴い売却したというものでした。 

 歳出。歳出は事業別に申し上げます。 

 ２款、広報すえ発行事業について、須恵町の所帯数に対しての配布所帯数が比率にして

５７.６％となるのは少ないのではないかと事業の効果を問うもの。町長の答弁として、昨年の

一般質問の答弁と同様、これからは紙媒体からデジタルに変えていくべき。町の情報である広報

は、携帯で見られるようになっていったほうがよいので、今の紙の部数を増やす必要はないと思

う。５０％台の配付率は低いかもしれないが、これからはＩＴで、戦略でやるべきというもので

した。 

 同じく２款、ホームページ事業について、ページの更新と手法はどこまで業者に委託し、どこ

まで職員が作業しているのかを問うもの。答弁として、全て職員が各課で更新している。決算書

の委託料は、サーバー管理等の保守補修の費用というものでした。なお、職員が更新することに

つき、各課ごとに多少の実力差があり、研修会等で補っている。全体では大量のページ数がある

ので、全てを見る担当者を置くことができないというものでした。 

 同じく２款、須恵町ＰＲ事業について、町勢要覧・ＰＲ動画の進捗を問うもの。答弁として、

令和４年度から５年度にかけての事業であり、６年度には完成できるというものでした。 

 同じく２款、ふるさと応援寄附金事業について、泉佐野市が交付税減額訴訟で敗訴し、ふるさ

と納税の時期指定に向けた見直しが告示され、１０月からのルール変更となった。その影響を問

うもの。答弁として、総務省からの通知では厳しい変更点があり、やりにくい状況だが、そこま

での影響があるかとも思われる。納税額の向上に努めていきたいというものでした。 
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 また、ふるさと納税の返礼品の件数は、これからも増える余地はあるか問うものがあり、答弁

として、事業者数も返礼品数も整備している状況であり、ホームページの見せ方、新しい返礼品

の開発、魅力的な商品の開発を進めていきたいというものがありました。 

 また、同事業、第１８節青少年育成支援団体補助金の対象団体について問うものがあり、答弁

として、町内企業を中心に構成されるアンビシャス応援団に補助をしている。書籍の提供、花壇

の整備、子どもたちの無料塾運営などの事業をしていただいている。財源については、企業版ふ

るさと納税等を活用しているというものでした。 

 同じく２款、基金管理事務について、減債基金の積立ては目標額を持って事業ができているか

を問うもの。答弁として、目標額の設定はしていないが、起債の償還で急遽繰上償還をしなけれ

ばならない場合の資金を積み立てているというものでした。 

 同じく２款、交通安全対策事業について、運転免許自主返納者の数と助成金の額の整合性と端

数を問うもの。答弁として、令和４年度の新規返納者は８２人、本事業の以前からの申請者との

合計数は２４９人でした。整合しないのは、交通系ＩＣカードの予備購入費を含むため。端数が

生じる原因は、ＩＣカード購入時の郵送料を含むためというものでした。 

 同じく２款、国土利用計画法関係事務及び８款、都市計画推進事業について、関連した計画の

策定だが、事業費の格差が大きい理由を問うもの。答弁として、ほぼ並行して行う作業であり、

業務委託を一括している。都市計画マスタープランに重点を置いた配分にしているというもので

した。 

 同じく２款、情報セキュリティ事務について、事業額が相当であるかを問うもの。答弁として、

福岡県のセキュリティクラウドに加入することで費用負担を軽減しているというものでした。 

 同じく２款、自治体ＤＸ推進事業について、新規事業の効果を問うもの。答弁として、転入・

転出手続、妊娠の届出、児童扶養手当等に係る寄附の申出、また、児童手当等の受給資格及び児

童手当の額についての認定請求などの二重業務がマイナポータルを利用してオンラインで申請で

きるようになる整備であり、住民サービスの向上につながる。既に稼働中だが、周知はこれから

になるというものでした。 

 同じく２款、男女共同参画推進事業について、事業額が僅少で、施策の効果を問うもの。答弁

として、担当課としては、県などの窓口として啓発をやるのであり、事業をやるかではない。実

行するのは全部の部署になる。それぞれが意識を持ち、業務の中で進めるよう研修会をやってい

るというものでございました。 

 同じく２款、在留外国人受入環境整備事業について、事業費が減っているが、４年度の実績に

ついて問うもの。答弁として、株式会社スエノバへの委託が６月までということで事業縮小があ

った。その後、国際交流員の募集をかけ、イベントや日本語教室などの対応、ワンストップサー
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ビスの事業を継続しているというものでした。 

 また、特定技能の資格を有した外国人受入れの現状を問うものがあり、町長の答弁として、イ

ンドネシアのバリ島政府と須恵町と現地の大学と包括協定を結んでいくことを目指している。地

域には、ベッド数の多い病院、それに関連した介護施設もあり、看護と介護の人材不足は深刻だ

との認識で、スピード感を持ってやっていきたいというものでした。 

 関連して、特定技能資格外国人受入れに際しての言葉の問題を問うものがあり、町長の答弁と

して、看護・介護はコミュニケーションに日本語ができないと駄目だが、現地の学生は物すごく

優秀で、非常に目的意識を持ってやっているというものでございました。 

 あわせて、読み書きまで対応できるか、また、介護一般の受入れか、老人介護や障害介護など

の特化した分野を意識しているかとの質疑がありました。町長の答弁として、現地では、日本の

複雑な介護分野を全て認識しているわけではない。医療系法人に入って介護か看護をするという

もの。そして、読み書きについては、現場に入って対応しながら身につける能力を備えていると

いうものでした。 

 同じく２款、校区コミュニティ推進事業について、３校区における決算額の割合、歳出根拠を

問うもの。答弁として、各校区コミュニティの補助金は１８９万５,０００円ずつ均等だが、く

らしのコミュニティ事業実施のコミュニティに３６０万円を加算しているというものでした。 

 同じく２款、コミュニティバス運営事業について、運行計画改正の時期を問うもの。答弁とし

て、本年度、地域公共交通の計画を策定しているので、アンケート調査や専門家の意見も踏まえ、

改正の必要があるとなれば作業に入るというものでした。なお、アンケート調査には、無作為抽

出の２,５００人のほかに、須恵町ホームページや公式ＬＩＮＥからもウェブアンケートを実施

しているとのものでした。 

 同じく２款、町税徴収事務について、ファイナンシャルプランナーによる納税相談の費用対効

果を問うもの。答弁として、滞納者から納税者に変えていく事業として行い、委託料が７０万円

に対して１５０万円の収納ができ、倍の効果となった。今年度は回数を増やしている。広報に出

している効果もあり、滞納者ではない一般の方も「自分の家計を見直したい」との要望を受け入

れ、昨年度は複数名の方も相談を受けたというものでした。また、徴収率に関しては上げていき

たいとの答弁でした。 

 なお、キャッシュレス決済についての質疑に、答弁として、コンビニ納付とキャッシュレス決

済、本年度からＱＲコード決済用に納付書にＱＲコードも掲載したので、伸びてくると思われる

というものでした。 

 同じく２款、個人番号交付事務について、マイナンバーカード出張窓口の費用対効果を問うも

の。答弁として、先行事例を調査の上で事業費を設定した。当時は、マイナンバーカードの申請
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が頭打ちをした中での施策で、この時点での効果は想定以上であったというものでした。 

 また、同事業のスマートフォン相談窓口設置の効果と継続を問うもの。答弁として、事業継続

は精査の上、判断する。効果としては、１８回の開催で２５６名の利用、リピーターも多く、満

足度は高いというものでした。 

 それを受けての質疑に、満足度は高くてリピーターが多いということでは、決して多い数字で

はない。幅広くデジタル・ディバイドの対策を行う必要があるというもの。答弁として、町民の

ニーズなどはいろんな形で探っていきたいというものでした。 

 同じく２款、全国在宅障害児・者等実態調査事務について、調査員の実働を問うもの。答弁と

して、１名の調査員が約１か月にわたり従事。経験を積んでおり、守秘義務等も理解した上で事

務を遂行したというものでした。 

 ３款、福祉相談支援事業について、自殺対策強化県交付金の使途とＤＶ電話相談の成果を問う

もの。答弁として、県交付金は案内チラシの作成に使用、電話相談は９件の相談を受けていると

いうものでした。 

 同じく３款、福祉施設管理運営事業について、ほたるの湯の利用者等実績を問うもの。答弁と

して、約２万５,１００人に利用していただいているというものでした。 

 同じく３款、社会福祉施設支援事業について、支援金給付の効果を問うもの。答弁として、地

方創生臨時交付金を活用し、須恵町独自の基準により、公益性の高い介護サービス事業所、障害

福祉サービスの運営をしている事業所に、物価高騰等による経済的負担を軽減する給付ができた

というものでした。 

 同じく３款、保護支援事業について、緊急一時保護の成果を問うもの。答弁として、１件１名

の方を委託施設に２週間強保護したというものでした。 

 同じく３款、非課税世帯等臨時特別交付金事業と価格高騰緊急支援給付金事業について、両事

業が対象とした低所得世帯及び家計急変世帯の算定基準は同様であるはずが、数に相違がある理

由を問うもの。答弁として、前者は令和３年度と４年度にまたがる事業であり、後者は令和４年

度のみの事業であるためというものでした。 

 同じく３款、障害者福祉総務事業について、１８節補助金は、民間には１事業所だけだが、今

後を問うもの。答弁として、その事業所の設立当初の事情から、近隣各町も負担して補助金交付

が続いているが、軌道に乗ったこともあり、本令和５年度を最後に補助金を終了することが決定

しているというものでした。 

 同じく３款、子ども医療費助成事業について、４年度の助成件数の急増を問うもの。答弁とし

て、確かなことは言えないが、令和２年度の子ども医療費は、コロナの影響で落ち込み、受診控

えによる医療費減が発生した。その反動で３年度は増加に転じ、４年度も続いているという見立
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てが可能というものでした。 

 同じく３款、病児・病後児保育事業について、利用者の受入れなど、事業の成果を問うもの。

答弁として、令和３年度１４人、４年度３７人の受入れがあった。一日の定員は４人まで。ただ

し、保育士の手配による増減、流行性の疾病などは受入れ不可になる等の制限がある。利用の際

に子育て支援課に連絡してほしいというものでした。 

 また、受入施設の増加を問う質疑に、答弁として、町内の小児科設置病院の回答は、設備、人

員、コストの面で困難というものでした。 

 同じく３款、学童保育施設運営事業について、利用者が多く、施設が手狭になっているが、対

策はあるか問うもの。答弁として、大変難しい問題で、解決策を探っている。さらに検討を重ね

ていきたいというものでした。 

 ４款、空き家等対策事業について、今後の増加など、事業の成果を問うもの。答弁として、空

き家自体は増えている。コンサルを入れての実態調査も行い、２９０件くらい数えられるという

ものでした。 

 同じく４款、リサイクル推進事業について、エアゾール缶の収集に関する問合せの現状を問う

もの。答弁として、理解と協力を頂いている。問合せはまだあるというものでした。 

 同じく４款、住民検診事業について、主要施策調書に記載の各検診における人数を問うもの。

答弁として、胃がん７１１人、大腸がん１,２８４人、肺がん１,０９０人、子宮頸がん３５２人、

乳がん４４９人、歯周疾患４０人というものでした。 

 同じく４款、母子保健事業について、新制度により妊娠・出産者数が増えたのか、効果を問う

もの。答弁として、今の時点では何とも言えないというものでした。 

 ６款、有害鳥獣被害防止事業について、事業の成果を問うもの。答弁として、捕獲状況は、イ

ノシシが７４頭、鹿１９頭、アナグマ７頭、アライグマ１１頭の除去を行ったというものでした。 

 ７款、プレミアム付商品券発行事業について、商工会加入小売店数の減少から事業の成果を問

うもの。答弁として、小売店以外に、サービス業、建設業、飲食業などが商品券事業に賛同して

おり、商工会の小売店舗数に限れば減少しているが、実態は増加傾向というものでした。 

 関連して、商品券事業が加盟店の経営に関してどのような効果があったか、データを取ってい

るかという質疑があり、答弁として、担当課は入手していないというものでした。 

 ８款、公園維持管理事業について、皿山公園の維持管理を問うもの。答弁として、皿山公園の

ツツジなど、また、登山道の観光ルートもツツジが高くなっており、農林事務所と補助事業にで

きるか協議中というものでした。 

 ９款、災害対策事業について、自主防災組織助成金の端数がなぜ生じたか問うもの。答弁とし

て、一律２０万円の助成だが、指定避難所がある区は２５万円の助成となり、かつ満額請求して
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いない区があることからこのようになるというものでした。 

 １０款、教育情報システム運用管理事業について、ＩＣＴ支援員業務委託は、１人に対してこ

の事業費は高くついているのではという質疑。答弁として、コールセンター設置と支援員の体制

を整えての額となっている。導入当初の経緯からこのようになっているが、今後、検討の余地が

あるというものでした。 

 なお、１７節備品購入費の不用額について要因を問うもの。答弁として、大型提示装置を教室

に配置するためで、クラス増を想定していたが、増えなかったため不用額となったというもので

した。 

 また、タブレットの更新の時期を問うもの。答弁として、３年計画ぐらいで考えているが、補

助金の動き次第で検討していくというものでした。 

 タブレット１台の価格を問うもの。答弁として、今までの購入分は１台４万５,０００円とい

うものでした。 

 同じく１０款、不登校児童生徒支援事業について、事業の成果を問うもの。答弁として、令和

４年度は３年度に比して増加している。理由として、文科省の統計によると、無気力、生活の乱

れの２項目で６０％を超えているというものでした。 

 同じく１０款、小学校就学援助事業について、要保護及び準要保護児童扶助費の不用額が多い

のではというもの。答弁として、３月に発生する次年度新入生の入学準備金申込みに備えて予算

の減額をしなかったというものでした。 

 同じく１０款、小学校施設設備維持管理事業と中学校施設設備維持管理事業について、事業費

のうち、空調移設工事の工事額の相違を問うもの。答弁として、配管等の状況が変わるので違い

が出る。二小移設の空調は容量が大きく、須恵中移設の空調は容量的に小さかった。それぞれ仮

に新規取付けの場合の見積りは、前者で２２９万７,０００円、後者で１８０万円というもので

した。 

 同じく１０款、中学校施設設備維持管理事業について、設計業務委託のみの事業費では、その

後の見直しを考慮すると無駄が多くなるのではというもの。答弁として、単価の見直しは職員で

行っている。今後発生することはないというものでした。 

 また、印刷機借り上げの台数を問うものがあり、答弁として、年度中に新機種を入れ、３台か

ら１台になったが、機能が向上しているので、不足は感じないというものでした。 

 同じく１０款、幼稚園給食事業について、給食費滞納の事案はあるか問うもの。答弁として、

ごく少数だが、あるというものでした。 

 同じく１０款、久我記念館管理運営事業について、コロナ以前の来館者数と比較することで事

業の成果を問うもの。答弁として、令和４年度の来館者数が４,７９８人、令和５年度が
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５,７４９人で、回復傾向にある。今後も魅力的な展覧会を行い、施設自体の周知・認知を高め、

各方面に使っていただきたいというものでした。 

 同じく１０款、スポーツ推進事業について、スポーツ指導員謝礼の支給人数と成果を問うもの。

答弁として、１つのチームにつき一律７万円、条件として、スポーツ指導者の認定登録者が属す

ること。令和４年度で２６名分の支給がされているというもの。 

 重ねて、認定者数を問う質疑に、答弁として、２年に１回は更新する制度に切り替え、現在は

６１名というものでした。 

 以上、採決の結果、全員賛成で認定としております。 

 続いて、議案第４８号令和４年度須恵町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、

決算書２５６ページです。 

 実質収支ですが、歳入総額２８億８,２２１万５,３９８円、歳出総額２８億７,５０７万

２,４５８円で、歳入歳出差引額は７１４万２,９４０円となっており、実質収支額も同額です。

これを単年度収支で見ると、２７９万９,９８３円の黒字で、単年度収支から実質的な黒字要素

を加え、赤字要素を差し引いた実質単年度収支は１,３４０万９,７２２円の赤字となっています。 

 歳入合計額の予算に対する収入率は１００.２％、調定に対する収入率は９３.１％、そのうち

国民健康保険税が７０.９％です。歳出合計の予算に対する執行率は１００％となっています。 

 対前年度比較ですが、歳入では、１款国民健康保険税は減額、マイナス１,６９７万

９,６４８円、率にして３.１％、４款県支出金は減額、マイナス８,４７２万６,０００円、率に

して３.９％、５款繰出金は増額、３,８４５万２,９８６円、率にして１６.２％、６款繰越金は

減額、マイナス２５３万４,２９０円、率にして３６.９％、７款諸収入は減額、マイナス

１１３万７,１６１円、率にして１０.１％。 

 歳出では、１款総務費は増額、７７２万３,６０５円、率にして３５％、２款保険給付費は減

額、マイナス７,１０１万７,４３８円、率にして３.４％、３款国民健康保険事業費納付金は増

額、５８４万２,７１４円、率にして０.８％、６款保険事業費は増額、１３万１,９８８円、率

にして０.４％、８款諸支出金は減額、マイナス１,２８７万２,９７８円で、率にして３９％。 

 令和４年度の国民健康保険税の収納率は、現年度９２.１６％で前年度比１.４９ポイント減、

滞納繰越分１４.９８％で０.９２ポイントの減となっており、全体では７０.８７％で前年度よ

り０.１４ポイント減となっています。 

 不納欠損額は１,９２９万９,６５６円で、人数は１１６名となっています。 

 本年度の決算額は、前年度と比較すると、歳入が約６,７３９万円、歳出が約７,０１９万円の

減となっております。 

 令和４年度の平均一般被保険者数は５,５１８人、団塊の世代の後期高齢者医療への移行によ
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り、前年度比較で１８８人減っております。被保険者の減少と収納率の低下により、保険税収は

前年度比約１,６９８万円減少しております。 

 歳出では、被保険者数の減少により、保険給付費が約７,１０２万円減少しております。総医

療費は減少しておりますが、１人当たりの療養諸費額は増加傾向となっております。保険税収納

率の減少等により、その他一般会計繰入金は前年度比較３,３２８万円の増となっております。 

 これらのことから、１人当たりの療養諸費額は６年連続して福岡県高医療費市町村に指定され

るなど、医療費は常に高い状況にあります。今後も増加すると見込まれますが、医療費の削減の

ためには、長期的な計画で、かつ効果的な医療費適正化事業を推進していく必要があると思われ

ます。 

 なお、令和４年度主要施策調書として、国民健康保険給付事業、医療費適正化事業、特定健

診・特定保健指導実施事業について、報告を受けております。 

 質疑として、歳入、１款国民健康保険税について、保険税の不納欠損額、徴収状況を問うもの。

答弁として、不納欠損の内容としては、５年時効の完成によるものが最も多い。これについては、

対象者の財産調査、支払い能力の確認作業が他町と比較したときに少し後れているのではないか

と税務課と協議し、今後の課題として捉えている。今後の経営安定化のために、収納率の向上に

努めるというものでした。 

 ５款繰入金について、一般会計から繰入金２億７,５８８万３,０００円が入っているが、上限

を問うもの。答弁として、繰入金の額についての制限はない。しかし、法定外の繰入金は、経営

改善の観点から減らす努力が求められるというものでした。 

 歳出、２款、国民健康保険給付事業癩癩高額療養分です癩癩について、高額療養費利用者の年

齢を問うもの。答弁として、６０歳以上の医療費が国民健康保険全体で６割以上を占めている。

高額療養費が発生している被保険者別に見ると、６０代から７０代が多い状況というものでした。 

 以上、採決の結果、全員賛成で認定としております。 

 続きまして、議案第４９号令和４年度須恵町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、決算書の２９０ページです。 

 実質収支に関する調書ですが、歳入総額４億２,３１８万３,７９９円、歳出総額３億

９,６１０万７,６３７円で、歳入歳出差引額は２,７０７万６,１６２円となっており、実質収支

額も同額です。 

 歳入合計額の予算に対する収入率は１００.３％、調定に対する収入率は９８.６％、歳出合計

額の予算に対する執行率は１００％となっています。 

 歳入では、１款、後期高齢者医療保険料２億７,９０１万８,５９０円、歳入合計に対する構成

比は６５.９％と、３款繰入金１億１,９２１万４,５８５円、歳入合計に対する構成比２８.２％、
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この２つで９４.１％と、歳入の大半を占めています。 

 歳出では、２款、後期高齢者医療広域連合給付金３億８,０２７万８,７５４円、歳出合計に対

する構成比９６％が主なものです。 

 なお、主要な施策の成果の説明として、健康保険税賦課徴収事務、健康保険制度維持事業につ

いて、報告を受けております。 

 質疑として、歳出、１款、健康保険税賦課徴収事務について、徴収事務の実際を問うもの。答

弁として、特別徴収保険料が３３％、普通徴収保険料が６７％、特別徴収の収納率は１００％と

なるが、納付書納付、口座振替などの普通徴収はなかなかそうならないというものでした。 

 以上、採決の結果、全員賛成で認定としております。 

 続きまして、議案第５０号令和４年度須恵町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、決算書３０８ページです。 

 実質収支に関する調書ですが、歳入総額１１億１３４万６,９４９円、前年度比マイナス

０.８％、８９６万３,３５８円の減です。歳出総額は１０億９,４４１万１,２９４円、前年比マ

イナス０.８％、９１１万８,４４６円の減です。歳入歳出差引額は６９３万５,６５５円となっ

ており、実質収支額も同額です。単年の収支は１５万５,０８８円で黒字決算となりました。 

 歳入合計額の予算に対する収入率は９９.７９％です。調定に対する収入率は９９.２８％で、

前年度比０.０１ポイント増です。歳出合計額の予算に対する執行率は９９.２％で、前年度比

０.４ポイント減です。 

 歳入の主なものは、１款１項負担金２,９１８万１,６００円、２款１項使用料３億９５０万

７,２７０円、３款国庫支出金は８,７９０万円、５款１項他会計繰入金２億６,８９０万

９,０００円、７款諸収入１,４３１万４,８９７円、８款町債３億６,２１０万円。 

 歳出の主なものは、１款総務費２億３,６４５万９,３６４円、２款下水道事業費３億

５,１１８万１,４２３円、３款公債費５億６７７万５０７円、町債の令和４年度借入額は３億

６,２１０万円、償還未済額は６５億３,８３１万９,２３３円です。 

 なお、下水道普及率は８０.６６％です。町全域において人口が増加傾向にあり、今後も処理

区域内の人口は増加する見込みにあるため、下水道普及率が低下しないよう推進していく必要が

あり、延伸については、国の補助金、また、起債を有効活用して進めていただきたいと望むもの

です。 

 なお、令和４年度主要施策調書として、公共下水道施設整備事業と公共下水道事業財務事務に

ついて、報告を受けております。 

 質疑として、歳出の２款、公共下水道施設整備事業について、現在整備率などの指標の相違な

どを問うもの。答弁として、下水道普及率は、町の総人口に対する公共下水道利用者人口の比率、
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本年度８０.６８％。昨年と同様だが、進捗率がとどまる原因の一つに総人口の増加がある。整

備を進めても総人口のほうが伸び率が高いと、同じ数値になることが起こる。普及率の考えだと、

整備を進めても逆に数値が下がる場合もあり得る。次に、計画進捗率とは、現在の事業計画内の

計画人口に対し、整備を行っている人口の比率となる。本年度の計画進捗率は９２.１６％。事

業計画がエリアを広げていくと数字の変動が出てくる。最後に、現在整備率。これは、経営整備

計画の比率、本年度６７.９％。いわゆる人に係る比率と面積に係る比率というところに違いが

ある。集中したエリアを整備すると整備率も上がるが、工業団地などの広い地域が未整備で残っ

ている。そこで整備を行えば、面積整備率のほうも上がっていくというものでした。 

 また、上下水道課の研修について詳細を問う質疑に、答弁として、下水道係と管理係の職員が

受験・受講している。県外や遠方などで専門となる研修を受ける必要があるというものでした。 

 同じく２款、公共下水道施設整備事業について、１２節マンホールポンプ維持管理業務の管理

の数量を問うもの。答弁として、設置数は３２か所というものでした。 

 以上、採決の結果、全員賛成で認定としております。 

 続きまして、議案第５１号令和４年度須恵町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、決算書３３２ページです。 

 実質収支に関する調書ですが、歳入総額６,４８２万４,９９２円で、前年度比マイナス

１４.５％、１,０９９万８,１０２円の減です。歳出総額は６,１２０万３,０５０円で、前年度

比マイナス１６.２％、１,１８２万５,３４２円の減です。歳入歳出差引額は３６２万

１,９４２円となっており、実質収支額も同額です。単年度収支は８２万７,２４０円の黒字で、

前年の赤字決算から回復しました。 

 歳入総額の予算現額に対する収入率は９９.９％です。調定額に対する収入率は９９.９７％で、

前年度比０.０２ポイント増です。 

 歳入の主なものは、２款１項使用料６２６万４,２９０円、３款繰入金３,５２６万

６,０００円、６款町債２,０５０万円。 

 歳出の主なものは、１款総務費６３万６,０００円、２款農業集落排水事業費１,１３４万

１,５１６円、３款公債費４,９２２万５,５３４円、町債の令和４年度借入額は２,０５０万円、

償還未済額は３億１,１８０万８,１１５円です。 

 農業集落排水事業の計画進捗率は１００％と完了しており、現在は宅地開発に伴う公共舛設置

工事、マンホールポンプ及び下水処理場の維持管理費並びに起債の償還が主な財政需要となって

います。 

 なお、令和４年度主要施策調書として、農業集落排水事業財務事務の報告を受けております。 

 質疑として、歳出の２款、農業集落排水施設整備事業について、公共下水道との接続の時期を
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問うもの。答弁として、令和１７年度に皿山処理場、古の添処理場を公共下水道に編入する計画。

ただし、農業集落排水の処理能力に限界があり、開発が進み、処理能力を超えるようになれば、

速やかに公共下水道のほうに接続する検討も必要というものでした。 

 以上、採決の結果、全員賛成で認定としております。 

 続きまして、議案第５２号令和４年度須恵町水道事業会計決算の認定について、別冊の水道事

業会計決算書２６ページをお願いします。 

 概況です。営業総括。令和４年度営業実績は、給水人口は２万９,２３２人、前年度から

２４２人の増加でした。年間総配水量は２７７万５６２立方メートル、年間総有収水量は

２６４万７,８２９立方メートル、有収率は９５.５７％、水道普及率は９９.６３％でした。 

 建設改良事業の総括。配水施設改良工事は、佐谷地区１６工区、水道管切替え工事ほか７件が

施工されました。 

 経理総括。収益的収支は、費用の節約に努めたことにより、水道事業収益６億１,５２８万

８,４２５円に対し、同費用は５億４,１１０万５,９３３円で、差引き７,４１８万２,４９２円

の黒字となりました。その結果、当年度未処分利益剰余金は８億５,５７１万３,６６１円となり

ました。 

 資本的収支では、収入１,９７５万２,７００円に対し、支出は１億８,５００万９,１４７円、

差引き１億６,５２５万６,４４７円の不足額につきまして、過年度損益勘定留保資金１億

６,８２４万２,１４７円、消費税及び地方消費税資本的収支調整額７８１万８００円で補填され

ました。 

 ２７ページをお願いします。 

 経営指標に関する事項では、令和４年度決算における経営成績について、経営の健全性を示す

経常収支比率は、記載のとおりの要因で前年度比２.７ポイント減の１１３.７％となりましたが、

健全経営の水準とされる１００％を上回っています。 

 また、料金水準の妥当性を示す料金回収率は、前年度比２.４ポイント減の１０９.１％となり

ましたが、事業に必要な費用を給水収益で賄えている状況とされる１００％を上回っています。 

 この下段を御覧ください。 

 管路更新については、主に下水道整備に合わせて更新を実施しており、将来の更新需要に備え、

現在の経営状況を維持しつつ、引き続き計画的な施設更新を行ってまいりますとしています。 

 今後も、引き続き安定した事業経営を継続していくためには、これまで以上に計画性を持ち、

効率性を高めた経営努力が求められます。そのためには、職員の資質形成が不可欠であり、公営

企業職員としての経営意識の向上が必要となります。 

 また、令和４年度主要施策調書として、収益的費用に３枚の調書、いずれも委託料に係る報告、
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資本的費用に２枚の調書、配水施設改良費、上水施設改良費の報告を受けております。 

 質疑として、資本的支出、１款、配水施設改良費について、石綿管の残存を問うもの。答弁と

して、残り１５２メートル。令和５年度に全て新しい管に切り替える計画というものでした。 

 水道料金徴収状況について、本年度の水道料金収入未済額が９２９万円、合計の滞納繰越額が

２,２６１万２,０００円、今後の徴収の取組を問うもの。答弁として、直近の滞納者には給水停

止措置を実行している。支払いがない限りは締めっ放しで対応することで、翌年度に繰り越さな

いよう力を入れている。不納欠損に関しては、条例が必要となるので、整備を検討しているとい

うものでした。 

 以上、採決の結果、全員賛成で認定としております。 

 以上で、決算審査特別委員会の報告を終わります。 

○議長（松山 力弥）  委員長、御苦労さまでした。 

 委員長の報告が終わりました。議案第４７号から議案第５２号までについては全員による審査

を行っておりますので、質疑を省略し、これより議案第４７号について討論に入ります。討論は

ありませんか。癩癩討論なしと認めます。よって、議案第４７号について採決に入ります。本案

に対する委員長の報告は認定とするものです。よって、議案第４７号は委員長報告のとおり認定

することに御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第４７号令和４年度須恵町一般会計歳

入歳出決算の認定については、認定することに決定しました。 

 次に、議案第４８号について討論に入ります。討論はありませんか。癩癩討論なしと認めます。

よって、議案第４８号について採決に入ります。本案に対する委員長の報告は認定するものです。

よって、議案第４８号は委員長報告のとおり認定することに御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第４８号令和４年度須恵町国民健康保

険特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定しました。 

 次に、議案第４９号について討論に入ります。討論はありませんか。癩癩討論なしと認めます。

よって、議案第４９号について採決に入ります。本案に対する委員長の報告は認定するものです。

よって、議案第４９号は委員長報告のとおり認定することに御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第４９号令和４年度須恵町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定しました。 

 次に、議案第５０号について討論に入ります。討論はありませんか。癩癩討論なしと認めます。
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よって、議案第５０号について採決に入ります。本案に対する委員長の報告は認定するものです。

よって、議案第５０号は委員長報告のとおり認定することに御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第５０号令和４年度須恵町公共下水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定しました。 

 次に、議案第５１号について討論に入ります。討論はありませんか。癩癩討論なしと認めます。

よって、議案第５１号について採決に入ります。本案に対する委員長の報告は認定するものです。

よって、議案第５１号は委員長報告のとおり認定することに御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第５１号令和４年度須恵町農業集落排

水事業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定しました。 

 次に、議案第５２号について討論に入ります。討論はありませんか。癩癩討論なしと認めます。

よって、議案第５２号について採決に入ります。本案に対する委員長の報告は認定するものです。

よって、議案第５２号は委員長報告のとおり認定することに御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第５２号令和４年度須恵町水道事業会

計決算の認定については、認定することに決定しました。 

 ここでお諮りします。暫時休憩をしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、暫時休憩いたします。 

 再開を１１時１０分といたします。休憩に入ります。 

午前11時00分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時09分再開 

○議長（松山 力弥）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第７．議案第５３号 
○議長（松山 力弥）  日程第７、議案第５３号須恵町下水道事業の設置等に関する条例の制定に

ついてを議題とします。 

 総務建設産業委員長の報告を求めます。１０番、猪谷繁幸君。 

○総務建設産業委員長（猪谷 繁幸）  議案第５３号須恵町下水道事業の設置等に関する条例の制

定について、須恵町下水道事業の設置等に関する条例の制定について総務建設産業委員会の審査
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報告をいたします。 

 提案理由として、地方公営企業法第２条第３項及び地方公営企業法施行令第１条第２項の規定

に基づき、令和６年４月１日から須恵町下水道事業に法の規定の全部を適用することに伴い、必

要な事項を定めるため、当該条例を制定する必要が生じたので提案するものです。 

 これは、下水道事業を取り巻く環境が厳しさを増しているため、法の適用を受けた新たな須恵

町下水道事業を設置するものです。将来にわたり持続可能な経営を確保し、経営の見える化によ

る経営基盤の強化を図るものです。また、会計処理の方式を従来の官公庁の会計から公営企業会

計に移行いたします。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１条で、下水道事業の設置について、この下水道事業とは公共下水道事業及び農業集落排水

事業を示します。 

 第２条で法の適用を、第３条で経営の基本を、第４条で、組織で、下水道事業に管理者を置か

ず、管理者の有する権限は町長が行うものとしております。また、事務を処理させるために上下

水道課を置くとしております。 

 第５条で重要な資産の取得及び処分について、第６条で議会の同意を要する賠償責任の免除に

ついて、第７条で議会の議決を要する負担付寄附の受領等について、第８条で業務状況説明書類

の公表について規定しております。 

 附則で、この条例は令和６年４月１日から施行するとしております。 

 質疑として、第５条の重要な資産の取得及び処理中、条例で定める重要なものの取得及び処分

について、予定価格が７００万円以上の動産、土地については１件５,０００平方メートル以上

となっているが、何の規定に基づくものかとの質疑に対して、地方公営企業法施行令第２６条の

３に規定される町村の金額及び面積によるものと答弁がありました。 

 第４条で下水道事業に管理者を置かないとあるが、その理由はとの質疑に、管理者の設置は、

条例により２つ以上の事業を通じて管理者を置くことができ、須恵町は３つの事業を通じて管理

者を置いているため、個別の事業においては、管理者は置いていないとの答弁がありました。 

 以上、審査の結果、総務建設産業委員会全員賛成で可決としております。 

○議長（松山 力弥）  委員長の報告が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、これより討論に入ります。討論はありません

か。癩癩討論なしと認めます。よって、議案第５３号について採決に入ります。本案に対する委

員長の報告は可決です。よって、議案第５３号は委員長報告のとおり決定することに御賛成の方

は起立願います。 

〔起立全員〕 
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○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第５３号須恵町下水道事業の設置等に

関する条例の制定については、委員長報告のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第８．議案第５４号 
○議長（松山 力弥）  日程第８、議案第５４号須恵町下水道事業の地方公営企業法適用に伴う関

係条例の整備に関する条例の制定についてを議題とします。 

 総務建設産業委員長の報告を求めます。１０番、猪谷繁幸君。 

○総務建設産業委員長（猪谷 繁幸）  議案第５４号須恵町下水道事業の地方公営企業法適用に伴

う関係条例の整備に関する条例の制定について、須恵町下水道事業の地方公営企業法適用に伴う

関係条例の整備に関する条例の制定について総務建設産業委員会の審査報告をいたします。 

 提案理由といたしまして、地方公営企業法第２条第３項及び地方公営企業法施行令第１条第

２項の規定に基づき、令和６年４月１日から須恵町下水道事業に法の規定の全部を適用すること

に伴い、当該条例を制定する必要が生じたので提案するものであります。 

 内容につきましては、須恵町下水道事業の地方公営企業法適用に伴い、関係条例のうち１１条

を一部改正、４条の例を廃止する一括条例です。 

 改正の主な内容は、条文中「水道事業」と表記している箇所を「公営企業」に、また、「町

長」と表記している箇所を「管理者」に改める等の所要の改正です。 

 附則といたしまして、この条例は、令和６年４月１日から施行するとしております。 

 質疑としては、第７条関係で、第２１条第２項中の「善良な管理者の注意」を「善良な管理」

に改正している理由はとの質疑に、前項の管理者「町長」とかぶってしまうので、他市町村と同

様な表現に改正したものですとの回答でした。 

 以上、審査の結果、総務建設産業委員会全員賛成で可決としております。 

○議長（松山 力弥）  委員長の報告が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、これより討論に入ります。討論はありません

か。癩癩討論なしと認めます。よって、議案第５４号について採決に入ります。本案に対する委

員長の報告は可決です。よって、議案第５４号は委員長報告のとおり決定することに御賛成の方

は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第５４号須恵町下水道事業の地方公営

企業法適用に伴う関係条例の整備に関する条例の制定については、委員長報告のとおり可決され

ました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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日程第９．議案第５５号 
○議長（松山 力弥）  日程第９、議案第５５号須恵町子ども医療費の支給に関する条例の一部を

改正する条例を議題とします。 

 文教厚生委員長の報告を求めます。１１番、今村桂子。 

○文教厚生委員長（今村 桂子）  議案第５５号須恵町子ども医療費の支給に関する条例の一部を

改正する条例について、文教厚生委員会の審査報告をいたします。 

 提案理由は、子育て世帯の経済的負担をより一層軽減させることを目的として、子ども医療費

助成制度を拡充するため、当該条例の一部を改正するものです。 

 ３ページ、新旧対照表をお開きください。 

 定義では、第２条第１号中「乳幼児、児童及び生徒」を「乳幼児及び児童」に改め、「須恵町

重度障がい者医療の支給に関する条例による重度障がい者医療費の支給を受けている者」を削り、

同条第２号中「次のいずれかに該当する者をいう。」を「６歳に達する日以降の最初の３月

３１日までの間にある者」に改め、同号ア及びイを削り、同条第３号中「１２歳」を「１５歳」

に改め、同条中第４条を削り、第５号を第４号に、第６号を第５号にします。 

 子ども医療費の支給では、４ページ、第４条第１項ただし書中「第２条第２号イに掲げる乳幼

児、第３号に掲げる児童及び第４号に掲げる生徒にあっては、当該医療費のうち、医療機関（薬

局を除く。）ごとに次に掲げる額については支給しない」を「児童にあっては、自己負担分相当

額のうち医療機関（薬局を除く。）ごとに１月につき５００円（自己負担分相当額が５００円に

満たないときは、自己負担分相当額）については、支給しない」に改め、同項の表を削り、同条

中第３項を第４項に、第２項を第３項とし、第１項の次に、２前項ただし書の規定にかかわらず、

対象者が入院した場合は、当該入院に係る自己負担分相当額の全額を支給としています。 

 この改正により、子ども医療費の入院外において自己負担額は、３歳から就学前で、現行、一

医療機関につき月額８００円を自己負担なしに、小学生、一医療機関につき月額１,２００円ま

で、中学生、一医療機関につき月額１,６００円までを、一医療機関につき月額５００円までと

します。 

 重度障がい者医療においては、３歳以上中学生が子ども医療に移行することにより、助成内容

がよくなり、３年に一度の更新の事務的負担がなくなります。 

 入院については、現行３歳から中学生まで、一医療機関につき１日５００円、月額上限７日間

で３,５００円が、自己負担なしとなります。 

 対象から除外するのは、生活保護法の保護を受けている者、ひとり親家庭等医療費の支給を受

けている者となります。 

 ２ページでは、附則として、１、この条例は令和６年４月１日から施行し、同日以降に受ける
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医療に係る子ども医療費から適用する。ただし、次項の規定は公布の日から施行する。 

 ２、町長は、前項の規定にかかわらず、施行日前においても、改正後の須恵町子ども医療費の

支給に関する条例第５条に係る子ども医療費の受給資格の認定を行い、受給資格者に対して子ど

も医療証を交付することができるとしています。 

 質疑として、早生まれの場合の助成内容の質疑に、誕生日にかかわらず、同学年の子は、４月

１日から同じ区分の助成を受けることになりますとの答弁でした。 

 条例改正による拡充対象人数と町の負担増の予想額の質疑に、拡充対象人数は３,７８８人、

町の負担額は１,２００万円程度と予想していますとの答弁でした。 

 審査の結果、文教厚生委員会全員賛成で可決としております。 

○議長（松山 力弥）  委員長の報告が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、これより討論に入ります。討論はありません

か。癩癩討論なしと認めます。よって、議案第５５号について採決に入ります。本案に対する委

員長の報告は可決です。よって、議案第５５号は委員長報告のとおり決定することに御賛成の方

は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第５５号須恵町子ども医療費の支給に

関する条例の一部を改正する条例は、委員長報告のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１０．議案第５６号 
○議長（松山 力弥）  日程第１０、議案第５６号須恵町重度障がい者医療費の支給に関する条例

の一部を改正する条例を議題とします。 

 文教厚生委員長の報告を求めます。１１番、今村桂子。 

○文教厚生委員長（今村 桂子）  議案第５６号須恵町重度障がい者医療費の支給に関する条例の

一部を改正する条例について、文教厚生委員会の審査報告をいたします。 

 提案理由は、子育て世帯の経済的負担をより一層軽減させることを目的として、重度障がい者

医療費助成制度を拡充するため、当該条例の一部を改正するものです。 

 ３ページ、新旧対照表をお開きください。 

 対象者、第３条第１項第１号中「３歳に達する日の属する月の翌月からの」を削り、同条第

２項に「３号、須恵町子ども医療費の支給に関する条例第２条第１号に規定する子ども」を加え

る。 

 第４条第１項第１号中「１５歳に達する日以降の最初の３月３１日までの間にある者は、１月

につき３,５００円及び１５歳に達する日以降の最初の３月３１日までの間にある者は、１月に
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つき２,１００円を削る。」に改正します。 

 この改正により、３歳から中学生までは、現行、入院一医療機関１日５００円、上限７日、

３,５００円までが自己負担なしとなるため、自己負担の少ない子ども医療費に移行し、高校生

以上が重度障がい者医療費の対象になります。 

 ２ページです。 

 附則として、施行期日等、１、この条例は、令和６年４月１日から施行し、同日以降に受ける

医療に係る重度障がい者医療費から適用する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する。 

 ２、町長は、前項の規定にかかわらず、施行日前においても、改正後の須恵町重度障がい者医

療費の支給に関する条例第５条に係る重度障がい者医療費の受給資格の認定を行い、受給資格者

に対して重度障がい者医療証を交付することができるとしています。 

 質疑として、重度障がい者医療費の支給対象の質疑に、認定の区分が、身体障がい者は、身体

障害者手帳１級、２級、知的障害者は、療育手帳のＡ判定、重複して障害を持っている方は、身

体障害者手帳３級かつ療育手帳のＢ判定、精神障害は、精神障害者保健福祉手帳１級の方々が、

重度障がい者医療の対象になりますとの答弁でした。 

 ３歳未満の子どもの場合は、重度障がい者医療費での支給はありますかとの質疑に、３歳未満

は、障害の有無にかかわらず全て医療費は無料ですとの答弁でした。 

 重度障がい者の人数の質疑に、令和５年８月１日現在、重度障がい者は５７３人で、うち、今

回の支給制度の対象となる方は、３歳から１５歳は２１人ですとの答弁でした。 

 重度障がい者医療証の受給資格となる療育手帳等の再判定により、受給資格を満たさなくなっ

た場合の医療証の更新についての質疑に、再判定日の属する月の末日までは重度障がい者医療証

が使用でき、翌月から、対象から外れることになります。資格の確認については、福祉課との情

報連携により更新していますとの答弁でした。 

 審査の結果、文教厚生委員会全員賛成で可決としております。 

○議長（松山 力弥）  委員長の報告が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、これより討論に入ります。討論はありません

か。癩癩討論なしと認めます。よって、議案第５６号について採決に入ります。本案に対する委

員長の報告は可決です。よって、議案第５６号は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第５６号須恵町重度障がい者医療費の

支給に関する条例の一部を改正する条例は、委員長報告のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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日程第１１．議案第５７号 
○議長（松山 力弥）  日程第１１、議案第５７号須恵町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条

例の一部を改正する条例を議題とします。 

 文教厚生委員長の報告を求めます。１１番、今村桂子。 

○文教厚生委員長（今村 桂子）  議案第５７号須恵町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例

の一部を改正する条例について、文教厚生委員会の審査報告をいたします。 

 提案理由は、子育て世帯の経済的負担をより一層軽減させることを目的として、ひとり親家庭

等医療費助成制度を拡充するため、当該条例の一部を改正するものです。 

 ３ページ、新旧対照表をお開きください。 

 ひとり親家庭等医療費の支給では、第４条第１項ただし書中「当該医療費のうち、医療機関

（薬局を除く。）ごとに次の各号に規定する額については支給しない。」を「医療機関（薬局を

除く。）ごとに次の各号に掲げる区分ごとに当該各号に定める額（第２号の場合に係る自己負担

分相当額が同号に定める額に満たないときは、自己負担分相当額）については、支給しない」に

改め、同項第２号を前号に掲げる場合以外の場合、「１月につき８００円（１５歳に達する日以

降の最初の３月３１日までの間にある対象者にあっては、１月につき５００円）」に改めます。 

 第４条中、第３項を第４項とし、第２項を第３項とし、第１項の次に２項「前項ただし書の規

定にかかわらず、１５歳に達する日以降の最初の３月３１日までの間にある対象者が入院した場

合は、当該入院に係る自己負担分相当額の全額を助成する。」に改正します。議案第５５号の子

ども医療費の自己負担額と同額にする改正です。 

 この改正により、中学生以下の、入院外一医療機関月額８００円が、自己負担、一医療機関

５００円に、入院、一医療機関１日５００円、上限７日の月額３,５００円が、自己負担なしに

なります。高校生の改正はありません。 

 ２ページです。 

 附則として、施行期日等、この条例は、令和６年４月１日から施行し、同日以降に受ける医療

に係るひとり親家庭等医療費から適用する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する。 

 ２、町長は、前項の規定にかかわらず、施行日前においても、改正後の須恵町ひとり親家庭等

医療費の支給に関する条例第５条に係るひとり親家庭等医療証を交付することができるとしてい

ます。 

 審査の結果、文教厚生委員会全員賛成で可決としております。 

○議長（松山 力弥）  委員長の報告が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、これより討論に入ります。討論はありません

か。癩癩討論なしと認めます。よって、議案第５７号について採決に入ります。本案に対する委
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員長の報告は可決です。よって、議案第５７号は委員長報告のとおり決定することに御賛成の方

は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第５７号須恵町ひとり親家庭等医療費

の支給に関する条例の一部を改正する条例は、委員長報告のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１２．議案第６１号 
日程第１３．議案第６２号 

○議長（松山 力弥）  日程第１２、議案第６１号及び日程第１３、議案第６２号自治功労者の推

戴について、以上、２議案を一括議題とします。 

 総務建設産業委員長の報告を求めます。１０番、猪谷繁幸君。 

○総務建設産業委員長（猪谷 繁幸）  議案第６１号自治功労者の推戴について、総務建設産業委

員会の審査報告をいたします。 

 議案書の１ページをお開きください。 

 自治功労者に下記の者を推戴したいので、表彰条例の規定により、本議会の同意を求めるもの

です。 

 住所、糟屋郡須恵町大字上須恵１１３番地。氏名、長澤誠司。生年月日、昭和２８年５月

２５日、７０歳。 

 ２ページ目をお開き下さい。 

 長澤氏は、須恵町議会議員を平成７年５月から平成２６年２月まで、須恵町議会議長を平成

１５年５月から平成１９年４月まで務められ、通算で２２年１０か月となります。須恵町表彰条

例の第５条第３号に議会議員の在職１６年以上とあり、この規定に該当しますので、自治功労者

として推戴するものです。 

 以上、審査の結果、総務建設産業委員会全員賛成で同意しております。 

○議長（松山 力弥）  委員長、続きながら６２号もお願いします。 

○総務建設産業委員長（猪谷 繁幸）  すみません。失礼しました。 

 議案第６２号自治功労者の推戴について、総務建設産業委員会の審査報告をいたします。 

 議案書の１ページをお開きください。 

 自治功労者に下記の者を推戴したいので、表彰条例の規定により、本議会の同意を求めるもの

です。 

 住所、糟屋郡須恵町大字旅石１２９番地１。氏名、本原康子。生年月日、昭和２７年３月

１３日、７１歳。 
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 ２ページ目をお開き下さい。 

 本原氏は、保護司を平成５年３月から現在まで活動されており、現在のところ３０年と５か月

が経過しております。須恵町表彰条例の第５条第４号に、行政上選任され、委員在職３０年以上

とあり、各種委員の中に保護司が含まれており、この規定に該当しますので、自治功労者として

推戴するものです。 

 以上、審査の結果、総務建設産業委員会全員賛成で同意しております。 

○議長（松山 力弥）  委員長の報告が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。 

 お諮りします。本案は人事案件でありますので、討論を省略し、採決に入りたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。討論を省略し、議案第６１号について採決に入り

ます。本案に対する委員長の報告は同意です。よって、議案第６１号は委員長報告のとおり決定

することに御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第６１号自治功労者の推戴については

原案のとおり同意することに決定しました。 

 次に、議案第６２号について採決に入ります。本案に対する委員長の報告は同意です。よって

議案第６２号は委員長報告のとおり決定することに御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第６２号自治功労者の推戴については

原案のとおり同意することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１４．議案第６３号 
○議長（松山 力弥）  日程第１４、議案第６３号令和５年度須恵町一般会計補正予算（第３号）

を議題とします。 

 予算審査特別委員長の報告を求めます。１３番、田ノ上真君。 

○予算審査特別委員長（田ノ上 真）  議案第６３号令和５年度須恵町一般会計補正予算（第

３号）について、予算審査特別委員会の審査報告をいたします。 

 補正予算書１ページをお願いいたします。 

 令和５年度須恵町の一般会計補正予算（第３号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億２,０６０万
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６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２５億９,０５４万

４,０００円とするものです。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 地方債の補正第２条、地方債の追加は第２表地方債補正によるとしております。 

 債務負担行為の補正第３条、債務負担行為の追加は第３表債務負担行為補正によるとしており

ます。 

 予算審査特別委員会は、議長を除く議員全員での審査のため、説明については省略いたします。 

 質疑として、歳出、２款１項ホームページ改修委託料について、ホームページにはめ込む動画

の詳細を問うもの。答弁として、作成中の動画をトップページに埋め込む形になる。動画プロジ

ェクトは町民参加で、町の人や風景など様々な動画を撮影し作成する。募集して集まった方々が

ボランティアで約四、五十名。関わり方はそれぞれ。映画制作会社のスタッフが指導者となって

進めているというものでした。 

 同じく２款１項オープンイノベーション戦略推進事業について、特別旅費の詳細を問うもの。

答弁として、年内に２名、年明けに２名が行く予定。行き先はインドネシアのバリ島の北部のシ

ンガラジャという地区になる。現地の看護学校、国立の助産師専門学校、私立・国立の病院等の

視察を目的にしているというものでした。 

 同じく２款１項校区コミュニティ推進事業について、ふれあいレインボー外構整備工事請負費

の詳細を問うもの。答弁として、表から入って学童まで通る道路側の部分、舗装工事だが、入札

案件になったので、概要書を提出して着工し、できればイルミネーションの前には竣工したいと

考えているというものでした。 

 ３款２項児童福祉施設運営事業について補助の詳細を問うもの。答弁として、給食費を値上げ

している施設は、県の規定で補助金を給付しないが、その分を戻せば補助するというものでした。 

 関連して、南幼稚園の派遣職員はいつ頃から募集をかけていくのかという質疑に、答弁として、

早急に始める。早めに動き出さないと難しくなる。予定は２０名。今回募集を業務委託にした理

由は、今までのように普通に募集してもこれだけの人数の確保は困難、より多くスタッフを抱え

ている人材派遣会社に委託すべきと判断した。集まるかは入札をかけてみないと分からないとい

うものでした。 

 ３款２項子ども医療費助成事業について、公費医療費システム改修業務委託料の詳細を問うも

の。答弁として、公費医療費支給制度は福岡県の制度で、今回のシステム改修等は、町の条例に

基づくシステム改修。来年度の４月からの施行のため、その前に医療証等発送準備を整える。年

明けぐらいから個別の対象者に周知というスケジュールを検討しているというものでした。 
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 ４款１項住民検診事業について事業の詳細を問うもの。答弁として、検診の項目の見直しは、

例として「中性脂肪」を「空腹時中性脂肪」に変更など、また、問診票の項目は、喫煙・飲酒・

飲酒量の選択の変更等の変更、特定保健指導に関しては、今までは実施をした者に対して点数を

つけて評価をしていたが、アウトカム評価ということで、結果が改善した者も評価の対象にする。

令和６年度からは評価の見直しが行われるというものでした。 

 ７款１項生活支援商品券発行事業について事業の詳細を問うもの。答弁として、電子化するが、

スマホ対応ではなく、ＳＵＧＯＣＡとかｎｉｍｏｃａのようなカードのタイプで実施する。販売

登録店には読み取る機械をレンタルし、利用者は、お店でかざしてもらうだけになる。約６０店

舗を見込んでいる。１万３,７００人が対象者で、ゆうパックで１２月の初旬から随時発送とい

うものでした。 

 また、デジタルになったほうが経費が抑えられるのかという質疑に、答弁として、事務委託料

的にはあまり変わらないが、事業者が換金に来る手間が省けるので経費が抑えられるというもの

でした。 

 また、その他事業の周知方法の質疑に、答弁として、説明書を同封する、ホームページなどで

周知する、使用期限が近づくと通知・再通知を行うというものでした。 

 ８款３項河川維持事業について、水位計の設置箇所を問うもの。答弁として、設置場所は商業

施設のトライアルの敷地内の行瀬水路の下流側のほうの１か所。危険水位を早期に察知すること

により、県道志免・須恵線の旅石宮ノ下交差点や周辺住宅の冠水を未然に防ぐためというもので

した。 

 １０款２項小学校給食事業について事業の詳細を問うもの。答弁として、１食当たり１人

３１０円の計算で、本年度分の補助を行うというものでした。 

 １０款５項公民館事業について、類似公民館等施設整備費補助金の詳細を問うもの。答弁とし

て、新原区が消防設備改修工事、それに伴う非常用照明器具の取替工事、南米里公民館が公民館

敷地内の舗装工事、旭ケ丘公民館は公民館周辺の柵、アルミフェンスの取替設置工事、甲植木区

が公民館内のステージ及びトイレの改修工事、川子地区公民館は屋根の修繕、補助金なので、全

体の費用の２分の１の補助です。 

 川子地区公民館は、地区公民館ということで町有、したがって、川子地区公民館の場合は９割

が町負担というものでした。 

 同じく１０款５項図書館施設維持管理事業について、選定業務委託料の詳細を問うもの。答弁

として、北側斜面の竹林が危険ではないかと判断したというものでした。 

 同じく１０款５項久我記念館管理運営事業について、展示室カメラ設置工事の詳細を問うもの。

答弁として、カメラの設置台数は、１階部分に６台、２階部分に２台、合計８台。事務所にワイ
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ドモニターレコーダーを配置し、そこで監視する。 

 カメラの機能は、解像度が２００万画素、フルハイビジョンレベルの画質で、顔の識別までで

きる。保存容量は、ハードディスクで容量４テラバイト、大体、１テラバイトが１６６時間なの

で、１週間程度、７日分の保存が可能。４テラバイトになると、その４倍は１か月程度の保存が

でき、その都度上書き保存を繰り返すというものでした。 

 以上、当委員会、慎重審査し、採決の結果、全員賛成で可決としております。 

○議長（松山 力弥）  委員長の報告が終わりました。全員による審査を行っておりますので、質

疑を省略し、これより議案第６３号について討論に入ります。討論はありませんか。癩癩討論な

しと認めます。よって、議案第６３号について採決に入ります。本案に対する委員長の報告は可

決です。よって、議案第６３号は委員長報告のとおり決定することに御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第６３号令和５年度須恵町一般会計補

正予算（第３号）は委員長報告のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１５．発議第３号 
○議長（松山 力弥）  日程第１５、発議第３号森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見

書の提出についてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。１番、平山諭君。 

○議員（１番 平山  諭）  議案書の１ページをお願いします。 

 発議第３号森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書の提出について、この議案につ

いて、別紙のとおり須恵町議会会議規則第１３条第１項及び第２項の規定により提出するもので

す。 

 提案理由として、森林の有する様々な公益的機能を果たすべく、干ばつなどの森林整備の財源

として、令和元年度に森林環境譲与税が創設されたところです。しかしながら、多くの森林を抱

える我が須恵町では、森林整備の費用に不足が見込まれ、さらなる財源が必要となっています。 

 よって、森林の多い市町村が必要な森林整備をより一層推進することができるよう、譲与基準

を見直すことを強く求めるため提出するものです。 

 ２ページに意見書の内容を示しており、ただし書きで、財源確保には個人の負担増とならない

ような配慮をお願いするものです。詳細については、全員協議会で確認しておりますので、割愛

させていただきます。 

 また、３ページに意見書の提出先を示しております。 

 以上、よろしくお願いします。 



- 77 - 

○議長（松山 力弥）  提出者の説明が終わりました。この議案については全員協議会においても

協議なされておりますので、質疑を省略し、これより発議第３号について討論に入ります。討論

はありませんか。癩癩討論なしと認めます。よって、発議第３号について採決に入ります。本案

に賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥） 起立全員であります。 よって、発議第３号森林環境譲与税の譲与基準の見

直しを求める意見書の提出については原案のとおり可決することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１６．発議第４号 
○議長（松山 力弥）  日程第１６、発議第４号議会改革調査特別委員会の設置に関する決議につ

いてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。３番、白水春夫君。 

○議員（３番 白水 春夫）  議案書の１ページをお願いします。 

 発議第４号議会改革調査特別委員会の設置に関する決議について、この議案について、別紙の

とおり須恵町議会会議規則第１３条第１項及び第２項の規定により提出するものです。 

 提案理由として、２ページの決議をお願いします。 

 １つ、名称は、議会改革調査特別委員会とし、２、設置の根拠は、地方自治法第１０９条及び

須恵町議会委員会条例第４条で特別委員会の設置等が規定されています。 

 ３、目的は議会改革に関する調査です。積極的に議会の見直しと活性化を進める議会改革の取

組を推進し、議会としての役割と責任を果たすため調査します。 

 ４、委員の定数は７人です。 

 ５、調査期間は、調査が終了するまでといたします。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（松山 力弥）  提出者の説明が終わりました。この議案については、全員協議会において

も協議がなされておりますので、このとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、発議第４号議会改革調査特別委員会の設

置に関する決議については可決することに決定しました。 

 次に、特別委員会委員の選任については議長において指名したいと思いますが、この取扱いに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。ここで、議会改革調査特別委員会の委員を報告し
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ます。 

 田ノ上真君、今村桂子君、百田輝子君、稲永辰己君、男澤一夫君、白水春夫君、平山諭君の

７名を指名いたします。 

 よって、ただいま指名いたしました７名を選任することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。 

 また、審査期間は、目的の審査が終了するまでとします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１７．委員会の閉会中の継続調査について 
○議長（松山 力弥）  日程第１７、委員会の閉会中の継続調査についてを議題とします。 

 各委員会より、会議規則第７０条の規定により、次のとおり所管事務について閉会中の継続調

査の申出があっております。 

 お諮りします。議会運営委員会より、議会運営、議会改革の取組及び予算決算の審査方法につ

いて、総務建設産業委員会より、須恵町及び福岡都市圏の水道施設について、文教厚生委員会よ

り、手話基本条例及び手話推進事業について。 

 以上、各委員会申出のとおり閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１８．議員の派遣について 
○議長（松山 力弥）  日程第１８、議員の派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。議員の派遣については、お手元に配りましたとおり派遣したいと思いますが、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議員の派遣については、お手元に配りま

したとおり派遣することに決定しました。 

 ここでお諮りします。本会議中、誤読などによる字句、数字等の整理・訂正につきましては、

会議規則第４２条の２の規定により、議長に委任していただきたいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、誤読などによる字句、数字等の整理・訂

正は、議長に委任していただくことに決定しました。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（松山 力弥）  以上で、９月議会定例会の全日程を終了しました。本会議終了後１２時

１０分より議会改革調査特別委員会を正副議長室で開催し、その後、広報特別委員会を第３会議

室で開催しますので、委員の方は御集合願いします。 

 広報特別委員会におきましては、午後１時からといたします。 

 会議を閉じます。令和５年第３回須恵町議会定例会を閉会します。 

午後0時00分閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 



 

 

会 議 録 署 名 
 

 

 

 事務局長をして会議の経過を記載せしめ、その相違ないことを証 

するため、ここに署名する。 
 

 

 

 

 

 

 

議  長   松 山  力 弥  

 

署名議員  ８  番   百 田  輝 子  

 

署名議員  ９  番   三    栄 重   


